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埋蔵文化財調査技術者の倫理
１
．
宣　
　

言

　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
は
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
行
う
法
人
か
ら
な
る
わ
が

国
民
間
調
査
組
織
を
代
表
す
る
団
体
で
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財
は
か
け
が
え
の
な
い
国
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は

考
古
学
を
基
礎
と
し
た
確
か
な
技
術
力
や
高
度
な

専
門
性
と
と
も
に
、
調
査
の
公
正
性
、
中
立
性
と

い
っ
た
高
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
民
間
調
査
組
織
が
埋
蔵
文
化
財
調

査
を
主
体
的
に
、
責
任
を
持
っ
て
行
う
た
め
に
は

よ
り
高
い
職
業
倫
理
が
必
要
で
あ
り
、
協
会
は
自

ら
の
努
力
に
よ
り
こ
れ
を
確
立
し
て
民
間
調
査
組

織
の
社
会
的
信
用
を
確
保
し
、
埋
蔵
文
化
財
調
査

業
の
健
全
な
発
展
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
わ
が
国

の
埋
蔵
文
化
財
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
を
決
意

し
、こ
こ
に
倫
理
綱
領
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
．
倫　

理　

綱　

領

　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
の
会
員

は
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査

が
き
わ
め
て
公
益
性
の
高
い
職
務
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
努
力
で
高
度
な
専

門
性
と
技
術
力
を
育
成
し
、
発
掘
調
査
を
通
じ
て

わ
が
国
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
が

会
員
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
会
員
は
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
る
事
業
と
し
て
確
立
す
る
た
め
、

公
益
性
の
高
い
職
務
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
倫
理
を

も
っ
て
調
査
に
あ
た
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が

誇
り
あ
る
職
務
と
し
て
会
員
及
び
調
査
に
携
わ
る

技
術
者
の
社
会
的
地
位
確
立
と
、
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
業
の
発
展
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
た
め
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）品
位
の
保
持

会
員
は
、
常
に
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
者
と

し
て
の
品
位
の
保
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
名
誉
を
重
ん
じ
民
間
調
査
事
業

の
健
全
な
発
展
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
２
）専
門
技
術
の
確
立

会
員
は
常
に
知
識
の
吸
収
と
技
術
の
向
上
に

つ
と
め
、
考
古
学
を
基
礎
に
人
文
・
社
会
科

学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
を
包
括
す
る
発
掘
調

査
技
術
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）中
立
性
、
独
立
性
の
保
持

会
員
は
埋
蔵
文
化
財
保
護
を
使
命
と
す
る
職

業
倫
理
と
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
考
古
技
術

者
の
良
心
に
従
っ
て
調
査
を
行
う
も
の
と

し
、
こ
れ
を
侵
す
い
か
な
る
依
頼
に
も
応
じ

て
は
な
ら
な
い
。

（
４
）秘
密
の
保
持

会
員
は
依
頼
者
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
、

業
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
他
に
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
。

（
５
）公
正
で
自
由
な
競
争

会
員
は
公
正
で
自
由
な
競
争
を
行
い
、
広
く

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
業

を
確
立
す
る
。

３
．
行　

動　

規　

範

　

倫
理
綱
領
を
実
践
す
る
た
め
、
公
益
社
団
法
人

日
本
文
化
財
保
護
協
会
及
び
会
員
と
そ
の
役
職

員
、
協
会
が
認
定
し
た
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
等
の

資
格
保
有
者
は
、
以
下
の
規
範
に
基
づ
い
て
行
動

す
る
。

（
１
）公
正
で
自
由
な
競
争

私
的
独
占
、
不
当
な
取
引
制
限
お
よ
び
不
公

正
な
取
引
方
法
に
関
す
る
法
令
お
よ
び
規
則

を
遵
守
し
、
こ
れ
ら
の
基
本
ル
ー
ル
の
逸
脱

行
為
は
行
わ
な
い
。

（
２
）関
連
業
法
の
遵
守

業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
財

保
護
法
を
は
じ
め
各
種
業
法
を
遵
守
す
る
。

（
３
）贈
賄
の
禁
止
及
び
接
待
、
贈
答
な
ど
の
制
限

贈
賄
行
為
や
公
務
員
等
に
対
す
る
不
正
な
利

益
供
与
、申
し
出
、約
束
は
行
わ
な
い
。ま
た
、

接
待
、
贈
答
の
授
受
に
関
し
て
は
社
会
通
念

上
妥
当
な
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
４
）利
害
相
反
行
為
等
の
禁
止

専
門
家
と
し
て
の
職
務
を
果
た
せ
な
く
な
る

事
態
に
対
し
て
は
、
国
民
共
有
の
財
産
を
保

護
す
る
と
い
う
信
念
と
勇
気
を
も
っ
て
対
処

す
る
。

（
５
）反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
の
遮
断

反
社
会
的
な
活
動
や
勢
力
に
対
し
て
は
毅
然

と
し
た
態
度
で
臨
み
、
一
切
の
関
わ
り
を
遮

断
す
る
。

（
６
）情
報
の
適
切
な
管
理

依
頼
者
や
会
員
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
等
の

資
格
保
有
者
、
資
格
試
験
受
験
者
等
の
情
報

の
不
適
切
な
開
示
、
漏
洩
、
不
当
利
用
を
防

止
し
、
適
切
な
管
理
を
行
う
。

（
７
）知
的
財
産
権
の
保
護

業
務
を
遂
行
す
る
上
で
知
的
財
産
権
を
尊
重

し
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
。

ま
た
、
会
員
と
そ
の
役
職
員
の
知
的
財
産
権

の
保
護
に
努
め
る
。

（
８
）適
正
な
経
営
情
報
の
開
示

協
会
お
よ
び
会
員
は
経
営
情
報
を
関
係
法
令

に
基
づ
き
適
正
に
整
備
し
、
適
宜
開
示
を
行

う
。

（
９
）人
権
の
尊
重

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
、
国
籍
、
疾
病
、
障
害
等

に
よ
る
差
別
を
行
わ
な
い
。

会
員
と
そ
の
役
職
員
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士

等
の
資
格
保
有
者
お
よ
び
資
格
試
験
受
験
者

の
個
人
情
報
は
適
切
な
保
護
を
行
う
。

４
．
倫　

理　

委　

員　

会

　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
は
こ
の

倫
理
綱
領
お
よ
び
行
動
規
範
の
普
及
、
啓
発
、
推

進
、
維
持
の
た
め
倫
理
委
員
会
を
設
け
る
。
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3

ごあいさつ

公
益
社
団
法
人 

日
本
文
化
財
保
護
協
会

理  

事  

長
　
　
長 

谷 

川
　
　
渉

ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、
那
波
市
郎
前
代
表
理
事
よ
り
引
き
継
ぎ
、
新
し
く
理
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
長
谷
川
渉
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
本
文
化
財
保
護
協
会
も
公
益
社
団
法
人
と
し
て
14
年
を
迎
え
、
定
款
変
更
を

行
い
、
組
織
の
一
部
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
考
古
学
の
学
問
的
な
部
分
を
ご
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
会
長
を
引
き
続
き
坂
詰
秀
一
先
生
に
お
願
い
し
、
今
年
度
よ
り
、
理
事

長
に
わ
た
く
し
長
谷
川
が
、
新
設
と
な
り
ま
す
副
理
事
長
と
し
て
前
専
務
理
事
の
橋
本

真
紀
夫
、
前
常
務
理
事
の
安
住
修
二
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
専
務
理
事
と
し
て

西
城
修
が
加
わ
り
、
新
た
な
体
制
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
日
本
文
化
財
保
護
協
会
は
、
民
間
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
機
関
が
集
結
し
て
、

内
閣
府
よ
り
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
い
た
だ
き
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補
等
の
資
格
制
度
を
進
め
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
は
延
べ
３
６
３
名
、
同
調
査
士
補
は
延
べ
３
１
０
名
を
輩
出
し
、

さ
ら
に
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
継
続
教
育
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
資
格
の
一
番
の
特
徴

は
、
現
場
実
務
経
験
を
積
ん
で
初
め
て
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
現

在
、
行
政
担
当
の
方
も
、
大
学
に
お
い
て
も
実
習
等
の
現
場
を
経
験
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
上
が
っ
て
い
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
は
「
行
政
の
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
協
力
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
資
格
を
行
政
の
皆
様
に
有
効
に
使
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
活
動
も
継
続
し

て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
坂
詰
会
長
の
発
案
で
、「
飛
天
」
と
の
合
冊
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
、

調
査
士
補
の
実
績
等
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
「
紀
要
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
年
度
３
月
10
日
に
は
日
本
大
学
文
理
学
部
百
周
年
記
念
館
に
お
い
て
「
特
別
講

演
会　

考
古
学
の
力
・
文
化
財
の
力　

地
中
の
星
を
追
い
か
け
て
」
と
題
し
、
國
學
院

大
學
名
誉
教
授
の
小
林
達
雄
先
生
を
お
迎
え
し
、
坂
詰
会
長
と
の
講
演
と
さ
ら
に
両
先

生
の
対
談
を
行
い
、
一
般
の
方
々
を
含
め
多
方
面
か
ら
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
成
功
裡

に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
企
画
も
今
後
も
各
地
域
で
も
企
画
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
考
古
検
定
も
実
施
し
て
今
回
で
第
10
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
皆
様
に
参
加
し
や
す
い
方
向
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
、
文
化
財
保
護
法
も
改
正
さ
れ
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成
31
年
度
４

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
を
保
存
が
前
提
と
し
な
が
ら

観
光
資
源
と
す
る
、
新
た
な
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
動
き
出
し
ま
す
。
特
に
注
目
す
る

点
は
地
方
公
共
団
体
の
文
化
財
保
護
の
事
務
は
地
方
公
共
団
体
の
長
が
担
当
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
あ
り
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
動
き
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

こ
の
間
の
国
の
動
き
は
平
成
19
年
「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」、「
歴
史
文
化
基
本

構
想
」、平
成
20
年「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律（
愛

称
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」、
平
成
27
年
「
日
本
遺
産
（
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ
）」、
そ
し
て
今
回
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
に
坂
詰
会
長
が
提
唱
し
た
「
観
光
考
古
学
」
が
さ
ら
に
具
体
的
に
始
動
す
る
時
期
を

迎
え
た
と
も
言
え
ま
す
。

当
協
会
と
し
て
は
、「
公
益
性
」
を
持
つ
業
務
と
し
て
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
へ
の
体

制
強
化
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
、
調
査
士
補
各
員
の
調
査
力
の
向
上
を
目
指
し
つ
つ

も
、
文
化
財
行
政
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
新
た
な
方
向
性
も
模
索
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
情
報
も
会
員
皆
様
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
た
く
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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林 

芳
正
文
部
科
学
大
臣 

へ
要
望
書
提
出

特報
平
成
30
年
3
月
26
日
に
林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
宛
の
「
要
望
書
」
を
、
馳
浩
元
文

部
科
学
大
臣
（
当
協
会
顧
問
）
の
ご
同
行
の
も
と
文
部
科
学
省
へ
提
出
し
ま
し
た
。

宮
川
典
子
政
務
官
に
ご
面
談
の
お
時
間
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
埋
蔵
文
化
財

調
査
に
つ
い
て
、
当
協
会
の
取
り
組
み
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

当
協
会
会
員
の
民
間
調
査
組
織
は
、
発
掘
調
査
を
通
じ
て
我
が
国
の
埋
蔵
文
化
財

の
保
存
活
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
改
正
品
確
法
の
遵
守
、
技
術
者
の
育
成
と
担
い
手

の
確
保
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
作
業
の
安
全
、
新
技
術
開
発
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
発
注
者
の
ご
要
請
等
に
的
確
に
応
え
、
文
化
財
事
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な

発
展
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
（
詳
細
は
次
頁
を
参
照
下
さ
い
）。

ま
た
今
後
も
、
文
化
財
事
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
当
協
会
は
積
極
的
に
対
応

し
取
り
組
ん
で
参
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
。

宮
川
政
務
官
か
ら
は
、
当
協
会
の
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
労
い
と
、
文
化
財
事
業

の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

宮川典子政務官
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平成３０年３月２６日

文部科学大臣 

  林 芳正 殿  
 

公益社団法人 日本文化財保護協会  
会 長 坂 詰 秀 一  
代 表 理 事 那 波 市 郎  

 
 

要 望 書 

 
 

平素より公益社団法人日本文化財保護協会の活動にご理解をいただき、また

多大なるご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 
貴省におかれましては、世界に誇るべき「文化芸術立国」の実現（文化を起爆

剤とする地域と日本再生）を目指し、文化力による地域と日本の再生、かけがえ

のない文化財の保存、活用及び継承、東日本大震災からの復旧・復興等の重要施

策について、強力に推進されていますことに深く敬意を表しております。 
また、国民共有の財産である埋蔵文化財を適切に保存・活用するための諸課

題へのご指導、社会情勢の変化に伴う開発事業の増加、専門職員の担い手不足等

の諸問題の解決についてもご尽力されており、貴省のご指導のもと、諸課題の解

決等に当協会もこの一翼を担えればと考えております。 
当協会は、民間組織による文化財保護推進の立場から、わが国の文化芸術の

振興に寄与することを目的として内閣府の公益社団法人認定を受けております。 
当協会会員の民間調査組織は発掘調査を通して、わが国の埋蔵文化財の保存

活用に取り組んでおります。 
加えて、改正品確法の遵守、技術者の育成と担い手の確保、コストの削減、作

業の安全、新技術開発等への積極的な取り組みを通して、発注者のご要請に的確

に応え、広く文化財事業の持続的かつ健全な発展に努めております。 
今後の文化財事業の健全な発展のためには、当協会の果たす役割がきわめて

重要と考え、下記の事項について要望いたしますので格段のご高配を賜りたく、

ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

 

記 

１．民間調査組織の活用・促進のお願い 
わが国の民間調査組織は、今や埋蔵文化財調査業としての能力と実績を備え、

これまでも調査主体として発掘調査を行う一方、埋蔵文化財行政の発掘調査支

援業務にあたっております。 
つきましては、民間による文化財保護を更に推進し、民間調査組織の一層の活

用・促進を図るため、以下の通りお願いを申し上げます。 
わが国の埋蔵文化財担当専門職員数は、平成２8 年度に至って５，６６６名

（平成２７年度比５８名減、平成１２年度７，１１１名の７９．６％）と減少し、

発掘届出等件数は平成２８年度６２、３１０件（平成２７年度比２，９６０件増）

と過去最大でありました。（別添資料参照１，２） 
国民共有の財産である埋蔵文化財を適切に保存・活用するため、民間調査組織

の活用・促進を一層お図り下さいますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

（１）豊富な調査実績を保有 
当協会会員数は現在８１社、年間総額２２３億円（２０１７年度実績）

国・地方自治体、開発事業者等から発掘調査等（試掘・確認調査～記録保

存調査）の受託実績を保有しております。 
（２）埋蔵文化財調査士・補の活用について 

当協会は会員企業の技術者に対して、埋蔵文化財調査のための専門技

術、知識を育成し調査成果の品質向上等を目的に、平成１９年度より１１

年間にわたって資格試験を実施しております。 
試験は、第三者委員会（学術・行政 OB を代表する有識者）の厳選な審

査のもとに筆記・面接試験による選考を実施し、ＣＰＤ制度（継続教育）

も併せて導入しております。 
現在、資格取得者は６２９名を超えて、埋蔵文化財行政業務の一翼を担

う有能な人材を輩出していると確信しております。 
◇ 埋蔵文化財調査士 

発掘調査から報告書作成まで一貫して責任を持って実施できる者。 
埋蔵文化財調査士補取得後２年以上の発掘調査実務経験を有し、調査報  

告書を２冊以上または研究論文等１編以上執筆している者。国及び地方公 
共団体（埋文センターなどを含む）で発掘調査の実施、指導、監督などを 
行う埋蔵文化財行政に 20 年以上携わったことのある者。 

◇埋蔵文化財調査士補  
   発掘調査現場を統括し、人事管理、安全管理、工程管理を行いながら発  

 掘調査を適正に実施できる者。 
 学校教育法による大学を卒業し、当協会が認める関連分野を専攻した者で、 

   発掘調査実務経験を 2 年以上有する者。学校教育法による大学を卒業した者 
   で発掘調査実務経験を 4 年以上有する者。これ以外の者で 4 年以上の発掘調 
   査実務経験を有する者。  
（３）会員資格取得者の活用について 

会員文化財従事技術者 １，３２８名（平成２９年４月現在） 

埋蔵文化財調査士・補 ６２９名 
学芸員 ４５２名 
土木施工管理技士 １，２２０名 
測量士・補 ２，０３１名 
日本考古学協会会員 ２５１名 
埋蔵文化財調査士・補をはじめ、上記資格者は発掘調査現場を統括し、

人事管理、安全管理、工程管理を行いながら発掘調査を適切に実施できる

人材を保有しておりますので、積極的な活用をお願い申し上げます。 
（４）インターンシップ（就業体験）の受け入れ 

当協会員各社は学生に就業体験の機会を提供するため、現在考古学を学

んでいる学生に対し、発掘現場での体験学習を通して遺跡調査、遺構検出

及び測量、写真撮影、調査報告書作成などの発掘調査に係る基本を職場体

験させることにより、職業選択・適正の見極めなどに就業体験の機会を積

極的に提供してまいります。 
 

２．技術力による選定について 
（１）プロポーザル方式について 

ご当局においては、より質の高い技術力重視への移行が行われており、

プロポーザル方式の一層の採用をお願い申し上げます。 
（２）総合評価落札方式について 

総合評価落札方式は、従来のプロポーザル方式を代替するのではなく、

価格競争方式によっていた業務に、新しい技術や専門性等の技術評価を加

えて、適切に採用していただきたく検討をお願い申し上げます。 
 

３．経営基盤の安定と諸条件 
（１）埋蔵文化財調査関連業務量の確保、拡大について 

経営の安定と担い手育成・確保のため、引き続き安定的な埋蔵文化財関

係の調査関連業務量の確保・拡大をお願い申し上げます。 
（２）特記仕様書の明確化について（品確法第一章第七条発注者の責務五） 

発注業務の特記仕様書において積算が可能となるように、仕様・数量を

明確にしていただくことをお願い申し上げます。 
（３）適正な契約変更の実施（品確法第一章第七条発注者の責務） 

業務内容の変更に伴う契約変更がある場合は、適宜書面などをもって

迅速に実施していただきたくお願い申し上げます。 
 

４．行政と民間との協働について 
（１）災害時の対応について 

災害時には国、県、市町村のそれぞれが行う復興事業に伴う発掘調査を

すべての行政機関が短期間のうちに実施するには困難が予想されます。 
また、復興事業は、発掘調査の進捗如何が大きく影響することから、復

興事業を迅速かつ効率的に進めるには官民協働による災害対応マニュア

ルの整備や情報共有・災害対応体制などが円滑に行われるようご配慮をお

願い申し上げます。 
当協会は、文化財レスキューの指導のもと、市町村指定埋蔵文化財の点

検や地域の復興事業等についてもご協力させていただきます。 
（２）若手・女性技術者の育成・活躍の推進について 

積極的に若手を雇用し、かつ技術者として育成し、主任調査員（発掘担

当者）に代わる担い手となる若手調査員・調査補助員などの現場従事経験

者を幅広く登用し、評価してまいります。 
また、女性技術者の登用と育成を積極的に行い、雇用と登用の拡大に努

めてまいります。つきましては、会員企業のバックアップ体制の評価も考

慮していただき、完全週休２日制の流れに応じて、良好な就業現場の整備

を目指して努力してまいりますので、格別のご支援をお願い申し上げます。 
 
 

以上 
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第
９
回
定
時
社
員
総
会

公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
第
９
回
と
な
る
定
時
総
会
が
、
平
成
30
年
５
月
11
日
に
東

京
都
千
代
田
区
の
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
文
化
庁�

山
﨑
秀
保
文
化
財
部
長
、
馳
浩
元
文
部
科
学
大
臣
・
衆

議
院
議
員
（
当
協
会
顧
問
）
が
ご
多
用
の
と
こ
ろ
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
ご
祝
辞
を
賜

わ
り
ま
し
た
（
山
﨑
文
化
財
部
長
の
ご
祝
辞
は
次
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
と
笠
ひ
ろ
ふ
み
衆
議
院
議
員
か
ら
頂
戴
し
た
ご
祝
電

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
坂
詰
秀
一
会
長
と
那
波
市
郎
代
表
理
事
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
総
会
議
案

の
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
那
波
代
表
理
事
よ
り
新
役
員
候
補
者
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お

い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
那
波
代
表
理
事
の
退
任
と
、
長
谷
川
渉
理
事
長
、
橋
本
真
紀

夫
、
安
住
修
二
の
両
副
理
事
長
の
新
任
、
並
び
に
新
役
員
体
制
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
特
別
講
演
会
は
、
高
島
忠
平
氏
（
佐
賀
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
）
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
邪
馬
台
国
と
吉
野
ヶ
里
」
の
演
題
で
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

昭
和
61
年
、
工
業
団
地
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
国
内
有
数
の
大
規
模
な
環

壕
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
同
遺
跡
に
関
わ
る
お
話
し

は
、
邪
馬
台
国
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
ロ
マ
ン
に
溢
れ
る
大
変
興
味
深
い
ご
講
演
で

し
た
。

ま
た
今
回
で
６
回
目
と
な
る
優
秀
調
査
報
告
書
表
彰
で
は
、
10
社
が
優
秀
賞
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
技
術
委
員
会
報
告
を
ご
参
照
下
さ
い
）。

文
化
庁
　
山
﨑
秀
保
文
化
財
部
長
よ
り
ご
祝
辞

高
島
忠
平
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会

優
秀
調
査
報
告
書
は
10
社
が
受
賞

特集

馳　浩　顧問

高島忠平名誉教授

那波代表理事

優秀報告書表彰　優秀賞受賞の皆さん
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【
文
化
庁
文
化
財
部
長
　
山
﨑
秀
保
様
　
ご
挨
拶
】

　
公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
の
定
時
社
員
総
会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し

て
、
一
言
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
日
本
文
化
財
保
護
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
埋
蔵
文

化
財
調
査
を
は
じ
め
文
化
財
保
護
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
文
化
財
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
文
化
行
政
は
、
今
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
文
化
庁
は
平
成
33

年
度
中
に
京
都
へ
移
転
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
に
一
部
先
行
移
転

と
し
て
、
京
都
市
東
山
に
「
地
域
文
化
創
生
本
部
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
本
格
移
転
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
移
転
に
関
連
し
て
、
文
化
庁
は
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。
昨
年
、
文

化
芸
術
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
観
光
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
文
化
に
関
連
し
た
施
策
を
所
管
す
る
関
係
府
省
庁
と
も
調
整
し
な
が
ら
、
文

化
庁
が
中
核
と
な
っ
て
我
が
国
の
文
化
行
政
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
体
制
を
整
備

し
ま
す
。そ
の
た
め
文
部
科
学
省
設
置
法
の
改
正
法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
庁
の
京
都
へ
の
本
格
移
転
を
見
据
え
て
本
年
10
月
に
文
化
庁
組
織
の
抜

本
的
な
改
編
を
行
い
ま
す
。
文
化
部
・
文
化
財
部
の
二
部
制
の
廃
止
や
文
化
財
関
係
の

課
を
機
能
別
に
再
編
す
る
こ
と
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
や
地
域
の
過
疎
化
な
ど
、
社
会
の
状
況

が
著
し
く
変
化
す
る
中
で
、
文
化
財
保
護
制
度
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
文
化
財
保

護
法
等
の
改
正
法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
法
案
は
、
地
域
に
お
け
る

文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
と
活
用
の
た
め
の
計
画
や
個
々
の
文
化
財
の
保
存
活
用
計
画

を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、
地
方
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
力
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど

を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

本
日
、
衆
議
院
の
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
林
文
部
科
学
大
臣
か
ら
こ
の
法
案
の

提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
、
来
週
以
降
、
国
会
で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
の
報
道
に
お
い
て
、「
文
化
庁
は
、
文
化
財
の
『
保
存
か
ら
活
用
へ
』

と
舵
を
切
っ
た
」
と
言
う
よ
う
な
論
調
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
適
切
な
表
現

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々
、
文
化
財
保
護
法
は
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
両
方
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
政
府
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

等
を
踏
ま
え
、
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
12
月
の
文
化
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、「
文
化
財
の
保

存
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
活
用
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
け
っ
し
て
文
化
財
の
保
存
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
財
の

保
存
と
活
用
は
密
接
不
可
分
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
両
方
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
法
案
は
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
文
化
財

の
次
世
代
へ
の
確
実
な
継
承
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
美
術
工
芸
品
の
「
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
公
開
に
関
す
る
取
扱
要
項
」
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
例
え
ば
、
材
質
が
石
、
土
、
ガ
ラ
ス
又
は
金
属
で
保
存
状
態

に
問
題
が
な
い
考
古
資
料
に
つ
い
て
は
、
公
開
日
数
を
年
間
延
べ
１
５
０
日
以
内
と
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
む
や
み
に
公
開
期
間
を
延
長
す
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化
財

の
材
質
や
保
存
状
態
等
に
応
じ
、
き
め
細
か
に
公
開
期
間
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
脆
弱
な
材
質
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
保
存
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
国
の
大
切
な
宝
で
あ
る
文
化
財

を
確
実
に
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
文
化
財
保
護
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
文
化
財
保
護
協
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



88

懇親会風景

【
公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
　
坂
詰
秀
一
会
長
　
ご
挨
拶
】　

ま
ず
も
っ
て
、
山
﨑
秀
保
文
化
財
部
長
、
本
日
は

お
忙
し
い
と
こ
ろ
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
只
今
、
那
波
代
表
理
事
か
ら
お
話
し
が
ご
ざ
い

ま
し
た
よ
う
に
、
お
陰
様
で
当
協
会
の
活
動
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
本
総
会
も
９
回
目
を
迎
え
た

と
い
う
こ
と
で
、
も
う
少
し
で
10
年
を
迎
え
る
訳
で

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
ま
し
て
、

当
協
会
も
こ
れ
ま
で
様
々
な
テ
ー
マ
へ
の
取
り
組
み

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
馳
浩
顧
問
に
は
、「
広

報
誌　

飛
天
」
と
「
紀
要
」
の
題
字
を
お
書
き
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
無
理
を
お
願
い
し
た
も
の

で
あ
り
、
協
会
に
と
り
ま
し
て
は
今
後
も
表
紙
を
飾

る
題
字
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
こ
の
業
界
で
は
、
や
は
り
「
行
政
の
お
手
伝

い
を
す
る
」
と
い
う
基
本
的
な
役
割
が
ご
ざ
い
ま

す
。
行
政
の
依
頼
で
調
査
を
行
う
場
合
、
基
本
的

な
『
調
査
力
』
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き

ま
す
。『
調
査
力
』
と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
要
で

あ
り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
調
査
を
い
た
し
ま
せ
ん

と
、
行
政
当
局
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
員
の
方
々
に
は
『
学

術
的
調
査
』
と
い
う
こ
と
を
十
分
念
頭
に
お
い
て
、

引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
度
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
特
に
文
化
財
を
『
国
民
共
有
の
財
産
の
活
用
』

と
い
う
こ
と
で
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
主
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

私
は
考
古
学
を
専
攻
し
て
お
り
ま
し
て
、
振
り
返

り
ま
す
と
今
か
ら
10
年
く
ら
い
前
に
、「
観
光
考
古

学
」
を
提
唱
し
、
遺
跡
は
や
は
り
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
い
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
。
そ
れ
を
『
観
光
』

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
近
く
経
ち
ま
し
て
、
よ
う
や
く
行

政
の
皆
さ
ん
と
の
間
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
あ

が
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、

学
術
的
調
査
そ
の
も
の
の
成
果
を
大
い
に
国
民
の

皆
さ
ん
に
共
有

で
き
る
よ
う
な

方
法
を
今
後
と

も
検
討
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思

い
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。
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協会の活動

総
務
委
員
会
報
告

常
務
理
事
　

総
務
委
員
長
　
　
長
　
井
　
正
　
欣

（
㈲
毛
野
考
古
学
研
究
所
　
代
表
取
締
役
）

総
務
委
員
会
は
平
成
25
年
5
月
の
定
時
総
会
で
発
足
し

た
委
員
会
で
、
本
年
で
丸
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。
協
会
業

務
の
う
ち
、
資
格
制
度
（
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
・
調
査
士

補･･･
以
下
「
調
査
士
」「
調
査
士
補
」
と
記
載
）、
Ｃ
Ｐ

Ｄ
（
継
続
教
育
）
委
員
会
、
編
集
委
員
会
、
調
査
士
会
準

備
室
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
平
成
30
年
3

月
10
日
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
も
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
担
当
し
ま
し
た
。

【
協
会
根
幹
事
業
と
し
て
の
資
格
制
度
】

資
格
制
度
は
、
日
本
文
化
財
保
護
協
会
が
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
に
携
わ
る
者
に
必
要
な
専
門
技
術
・
技
能
を
育

成
す
る
た
め
に
資
格
を
付
与
す
る
も
の
で
、
当
協
会
の
根

幹
事
業
で
す
。
平
成
29
年
度
の
検
定
試
験
か
ら
受
験
資
格

に
要
す
る
実
務
経
験
を
短
縮
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
協
会

が
認
め
る
関
連
分
野
を
専
攻
し
た
者
は
大
学
卒
業
後
に
２

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
調
査
士
補
の
受
験
資
格
を

得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
士
補
取
得
後
２

年
以
上
の
実
務
経
験
で
調
査
士
試
験
が
受
験
で
き
ま
す
。

た
だ
、
短
縮
さ
れ
た
と
は
い
え
、
調
査
士
補
は
２
年
、
調

査
士
は
さ
ら
に
２
年
の
実
務
経
験
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
、
当
協
会
の
調
査
士
・
調
査
士
補
は
確
実
な
実
務
経
験

に
裏
付
け
さ
れ
た
有
資
格
者
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
当

協
会
の
資
格
制
度
は
後
述
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
よ
り
試
験
合
格

後
を
も
見
据
え
て
い
る
点
が
特
長
と
い
え
ま
す
。
昨
年
度

は
、
調
査
士
に
15
名
、
調
査
士
補
に
29
名
が
合
格
し
、
資

格
試
験
合
格
者
累
計
は
調
査
士
が
３
６
３
名
、
調
査
士
補

が
３
１
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

【
Ｃ
Ｐ
Ｄ
申
請
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
る
】

調
査
士
・
調
査
士
補
が
自
己
研
鑽
に
よ
る
成
長
を
図
る

た
め
に
実
施
し
て
い
る
制
度
が
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
継
続
教
育
）
で

す
。
研
究
発
表
・
論
文
発
表
・
講
習
会
受
講
・
現
地
説
明

会
参
加
等
、
自
己
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
記
録
を
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
が
取
得
で
き
ま
す
。
５
年
ご
と
の

資
格
更
新
に
は
、
調
査
士
が
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
調
査
士

補
が
50
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
の
配
点
・
集
計
等
は
、
主
に
首
都
圏
に

居
住
す
る
調
査
士
に
委
嘱
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｄ
管
理
委
員
が
行
っ

て
い
ま
す
。
集
計
は
上
・
下
半
期
の
年
２
回
で
す
が
、
申

請
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｐ
Ｄ
管
理
委
員
会

の
報
告
で
は
、
平
成
29
年
度
は
上
・
下
半
期
合
わ
せ
て
、

２
７
９
名
か
ら
１
３
６
１
件
の
申
請
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
一
方
で
、
全
く
申
請
を
し
て
い
な
い
調
査
士
・
調

査
士
補
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
資
格
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
マ
イ
ペ
ー
ジ
か

ら
入
力
・
申
請
で
き
る
よ
う
申
請
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
で

す
。
申
請
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
契
機
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
申
請
者

数
・
件
数
の
増
加
に
結
び
つ
く
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
紀
要
２
号
か
ら
原
稿
公
募
】

「
埋
蔵
文
化
財
の
活
用
と
環
境
考
古
学
」
を
特
集
し
た

『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
臨
時
増
刊
号
』
は
今
秋
刊
行
の
予

定
で
す
。
昨
年
度
の
『
飛
天
』
で
紹
介
し
た
「
発
掘
調
査

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
実
際
に
現
場
で
役
立
つ
実
用
的
な
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま

り
進
展
の
な
い
一
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
、『
紀
要
』
第
１
号
を
『
飛
天
』
と
の

合
冊
で
刊
行
し
ま
し
た
。
第
２
号
は
、
原
稿
を
公
募
し
て

企
画
し
、
①
調
査
遺
跡
紹
介
、
②
研
究
ノ
ー
ト
の
２
分
野

で
原
稿
執
筆
を
募
っ
た
と
こ
ろ
７
名
の
調
査
士
・
調
査
士

補
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

『
紀
要
』
の
発
刊
は
調
査
士
・
調
査
士
補
の
調
査
力
・

技
術
力
向
上
を
目
指
し
た
事
業
の
一
環
で
す
。
近
年
中

に
、
調
査
士
・
調
査
士
補
が
中
心
と
な
っ
て
『
紀
要
』
の

企
画
及
び
編
集
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
各
社
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、『
紀
要
』
第
２
号
に
は
、

後
述
す
る
特
別
講
演
会
の
講
演
も
誌
上
再
録
い
た
し
ま
し

た
。【

調
査
士
会
準
備
室
】

当
協
会
で
は
様
々
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
先
述

の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
管
理
委
員
会
を
除
き
、
大
半
は
理
事
が
兼
務
し

て
担
当
し
て
い
ま
す
。
所
属
す
る
会
社
業
務
の
間
隙
で
の

協
会
業
務
で
、い
さ
さ
か
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
気
味
で
す
し
、

や
や
柔
軟
な
発
想
に
欠
け
る
嫌
い
も
あ
り
ま
す
。
研
修
・

研
究
・
考
古
学
情
報
の
相
互
発
信
等
に
つ
い
て
は
、
調
査

士
・
調
査
士
補
に
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

場
（
調
査
士
会
）
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

様
々
な
課
題
も
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
準
備
室
で
方
向
性
を

模
索
す
る
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
特
別
講
演
会
の
開
催
】

平
成
30
年
3
月
10
日
に
特
別
講
演
会
「
考
古
学
の
力
・

文
化
財
の
力　

地
中
の
星
を
追
い
か
け
て
」
を
日
本
大
学

文
理
学
部
百
周
年
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
協
会
会

長
で
立
正
大
学
名
誉
教
授
・
坂
詰
秀
一
先
生
の
講
演
「
地

中
の
歴
史
を
掘
る
」、
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
・
小
林
達

雄
先
生
の
講
演
「
縄
文
の
思
考
」、
坂
詰
先
生
が
小
林
先

生
に
問
い
か
け
る
形
で
の
対
談
「
小
林
先
生
に
聞
く
・
考

古
学
の
未
来
」
と
長
時
間
に
わ
た
る
講
演
会
で
し
た
が
、

来
場
者
は
皆
、
熱
心
に
聴
講
し
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

「
小
林
先
生
、
坂
詰
先
生
の
第
２
弾
対
談
を
企
画
し
て
く

だ
さ
い
。」（
50
代
男
性
）
な
ど
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
く
れ
た
参
加
者
も
多
く
、
両
先
生
の
対
談
は
非
常

に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
特
別
講

演
会
に
は
、
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
誌
上
を
借
り
て
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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理
事
　
　
　
　
　

技
術
研
修
委
員
長
　
　
河
　
野
　
一
　
也

（
関
東
文
化
財
振
興
会
㈱
　
埋
蔵
文
化
財
調
査
部
長
）

技
術
研
修
委
員
会
報
告

技
術
研
修
委
員
会
は
平
成
23
年
度
に「
調
査
評
価
委
員
会
」

と
し
て
発
足
し
、
公
益
財
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
の

会
員
会
社
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
の
技
術
力
向
上
の
た
め
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
士
・
調
査
士
補
が
関
わ
っ
た
発
掘
調
査
か
ら

報
告
書
作
成
ま
で
の
内
容
を
評
価
し
、
低
価
格
入
札
の
弊
害

や
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
保
存
の
責
任
を
全
う
す
る
た
め
に
、

優
秀
な
調
査
報
告
書
を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
か
ら
は
「
技
術
研
修
委
員
会
」
と
し
て
再
出
発
し
、

優
秀
調
査
報
告
書
を
表
彰
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
技
術
研
修
委
員
会
で
は
発
掘
調
査
で
の
技
術
力

や
調
査
力
を
高
め
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
技
術
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
や
整
理
作
業
で
必
要
な
技

術
や
知
識
を
高
め
迅
速
で
有
効
な
成
果
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
第
１
回
技
術
研
修
会
を
7
月
に
東
京
都

内
で
、
第
２
回
を
10
月
に
奈
良
市
内
の
で
開
催
し
、
最
新
の

遺
跡
測
量
技
術
を
ア
イ
サ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
様
、

株
式
会
社
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
様
、
福
井
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
は
同
じ
く
第
1
回
技
術
研
修
会
を
7
月
に
東
京
都

内
で
、
第
２
回
を
11
月
に
奈
良
市
内
で
開
催
し
、
株
式
会
社

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
様
、
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式
会
社
様
に
講

師
を
お
願
い
し
、「
遺
物
の
実
測
と
遺
跡
出
土
石
質
遺
物
の

岩
石
の
見
方
」
と
題
し
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
平
成
29
年
度
第
6
回
「
優
秀
調
査
報
告
書
」
は
会
員

会
社
の
ご
協
力
を
頂
き
、
10
社
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
第

１
回
が
７
社
、
第
２
回
が
４
社
、
第
３
回
が
５
社
、
第
４
回

が
６
社
、
第
５
回
が
８
社
と
年
々
応
募
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
調
査
支
援
会
社
と
し
て
報
告
書
作
成
ま
で
含
め
た
発

注
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
民
間

調
査
会
社
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
の
膨
大
な
資
料
を
記
録
し
た

調
査
報
告
書
を
公
刊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
を
得
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

外
部
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
今
回
も
最

優
秀
調
査
報
告
書
の
該
当
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
て

が
優
秀
報
告
書
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
会
社
の

考
古
学
の
技
術
力
が
一
定
基
準
ま
で
達
し
て
い
る
と
理
解
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
報
告
書
は
、株
式
会
社
測
研「
下
郷
古
墳
群
71
号
墳
」、

株
式
会
社
二
友
組
「
長
久
寺
遺
跡
」、
大
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社
「
加
村
台
遺
跡
Ｋ
地
点
」、
株
式
会
社
パ
ス

コ
「
永
吉
天
神
段
遺
跡
２　

第
２
地
点
‐
１
」、
株
式
会
社

イ
ビ
ソ
ク
「
名
勝
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
」、
株
式
会
社
武

蔵
文
化
財
研
究
所
「
入
間
町
城
山
遺
跡
」、
有
限
会
社
毛
野

考
古
学
研
究
所「
塚
前
貝
塚
・
五
輪
前
遺
跡（
第
２
次
調
査
）」、

株
式
会
社
シ
ン
技
術
コ
ン
サ
ル
「
村
前
ノ
沢
遺
跡
」、
株
式

会
社
四
門
「
肥
前
佐
賀
藩
鍋
島
家
屋
敷
跡
遺
跡
」、
株
式
会

社
玉
川
文
化
財
研
究
所
「
天
神
山
遺
跡
第
Ⅲ
地
点
・
第
Ⅳ
地

点
」
の
10
社
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
技
術
研
修
会
は
、
第
1
回
が
平
成
29
年
7

月
30
日
に
日
本
橋
の
社
会
教
育
会
館
に
お
い
て
、
パ
リ
ノ
・

サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式
式
会
社
調
査
研
究
部
様
に
講
師
を
お
願
い

し
、
遺
跡
調
査
に
伴
う
最
近
の
遺
跡
層
序
、
植
物
資
源
の
捉

え
方
を
学
ぶ
と
題
し
、
２
人
の
講
師
か
ら
「
遺
跡
の
火
山
灰

調
査
」、「
縄
文
時
代
の
植
物
遺
体
」
の
ご
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
第
２
回
は
平
成
29
年
10
月
28
日
に
奈
良
市
の
奈
良
商
工

会
議
所
に
お
い
て
、
同
じ
く
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式
会

社
調
査
研
究
部
様
に
講
師
を
お
願
い
し
、
２
人
の
講
師
か

ら
「
遺
跡
の
層
序
」、「
弥
生
・
古
墳
時
代
の
植
物
遺
体
」
に

つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
遺
跡
発

掘
調
査
に
お
い
て
身
近
で
は
あ
り
ま
す
が
、
調
査
員
と
し
て

興
味
は
あ
る
が
ど
う
対
処
し
て
良
い
か
不
安
な
気
持
ち
が
あ

り
、
会
員
会
社
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
関
心
が
高
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。

ま
た
、
技
術
研
修
委
員
会
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
会
員

会
社
の
参
加
者
か
ら
テ
ー
マ
や
問
題
点
を
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し

て
お
願
い
し
ま
し
た
。
難
易
度
・
テ
ー
マ
・
説
明
・
ボ
リ
ュ
ー

ム
・
講
義
の
内
容
な
ど
概
ね
良
好
な
評
価
を
得
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
中
で
も
満
足
度
は
70
％
、次
も
参
加
希
望
が
80
％
、

参
加
回
数
２
回
以
上
が
50
％
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
今
後

の
講
演
内
容
の
希
望
に
つ
い
て
は
多
く
の
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。
検
討
し
今
後
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
会
社

の
参
加
者
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
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協会の活動

理
事
　
　
　

広
報
委
員
長　
　

山
　
口
　
　
　
寛

（
ナ
カ
シ
ャ
ク
リ
エ
イ
テ
ブ
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

広
報
委
員
会
報
告

広
報
委
員
会
は
、「
文
化
財
保
護
に
関
す
る
調
査
、
研

究
を
通
じ
て
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
の
健
全
な
発
展
を
図

り
、
わ
が
国
文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
当

協
会
の
目
的
達
成
に
繋
が
る
活
動
を
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、「
広
報
誌
飛
天
」「
埋
蔵
文
化
財
調
査

要
覧
（
監
修
）」
等
の
印
刷
媒
体
の
発
行
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
様
々
な
情
報
発
信
、『
考
古
検

定
』
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、「
ド
ッ
キ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
縄

文
土
器
の
文
様
を
付
け
た
ク
ッ
キ
ー
を
親
子
で
作
り
な
が

ら
学
習
を
行
う
活
動
）」
を
始
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

企
画
や
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
主
な
活
動
は
、
７
月
、
福
島
県
郡
山
市
大
安

場
史
跡
「
古
墳
ま
つ
り
」
に
協
賛
し
、
古
墳
シ
ン
ガ
ー
・

ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん
が
自
ら
考
古
検
定
の
た
め
に
書
き
下
ろ

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
考
古
☆
検
定
」
を
ラ
イ
ブ
で
披
露

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
行
政
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
岩
手
県
大
船
渡
市
、
静
岡
県
浜
松
市
で
の
ド
ッ

キ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
養
成

会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
も
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
に
参
加
し
ま
す
と
、
い

わ
ゆ
る
『
考
古
フ
ァ
ン
』、『
埋
文
フ
ァ
ン
』
と
言
わ
れ
る

愛
好
家
の
方
々
が
各
地
に
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。
特
に
お
子
様
か
ら
お
年
寄

り
、
若
い
女
性
な
ど
幅
広
い
年
代
層
の
方
々
が
と
て
も
熱

心
に
参
加
さ
れ
、
そ
う
い
う
方
々
の
地
元
愛
や
研
究
心
が

そ
の
地
区
の
歴
史
・
文
化
を
伝
承
す
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

当
協
会
の
活
動
、
並
び
に
そ
れ
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
広
報
委
員
会
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
活
動
に
対
し
て

も
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ドッキーワークショップ講師養成会
（ワークショップのワークショップ）

ドッキーワークショップ

まりこふんさん
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理
事
長
　
　
　
　
　
　

考
古
検
定
検
討
委
員
長
　
　
長
谷
川
　
　
渉

（
㈱
武
蔵
文
化
財
研
究
所
　
代
表
取
締
役
）

考
古
検
定
検
討
委
員
会
報
告

考
古
検
定
は
今
期
で
第
10
回
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
平
成

22
年
度
に
日
本
文
化
財
保
護
協
会
が
内
閣
府
に
よ
り
公
益
社
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の

を
記
念
し
、
一
般
の
人
々
を
対
象
と
し
た
考
古
検
定
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
読
売
新
聞

社
様
に
は
第
１
回
か
ら
後
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
１
回
は
23
年
２
月
、
２
回
目
は
７
月
に
入
門
ク
ラ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
に
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。
本
格
的
に
は
３
回
目
か
ら
東
京
会
場
、
大
阪
会
場
の
２
箇
所
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
参
加
者
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
全
国
の
方
が
受
け
る
に

は
会
場
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
初
級
以
上
を
受
け
る
に
は
入
門
ク
ラ
ス
を
合
格
し
な

い
と
受
験
で
き
な
い
な
ど
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
の
判
断
で
、
皆
様
が
よ
り
受
験
し
や
す
い
方

式
を
検
討
し
、
第
４
回
目
か
ら
受
験
方
法
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
（
全
都
道
府
県
に
会
場
を
設
け
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
方
式
）
を
採
用
し
、
入
門
、
初
級
、
中
級
は
ど
こ
か
ら
で
も

受
験
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
上
級
、
最
上
級
は
記
述
式
を
採
用
し
、
上
級
を

受
け
る
に
は
中
級
を
合
格
、
最
上
級
を
受
け
る
に
は
上
級
を
合
格
を
受
験
資
格
と
し
ま
し

た
。
ま
た
一
般
の
方
々
に
も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
第
７
回
よ
り
広
報
活
動
に
古

墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会
さ
ん
、
ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
制
作
に
は
、
ヨ
ザ

ワ
マ
イ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
よ
り
発
足
し
た
当
委
員
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
受
験
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
第
８
回
の
時
に
『
考
古
検
定
過
去
問
題
集
（
解
説
付
き
）』
を
編
集
協
力
を
縄
文
Ｚ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
編
集
部
様
に
依
頼
し
て
刊
行
、
ま
た
第
９
回
に
は
埼
玉
県
本
庄
市
の
「
前
の
山
古
墳

出
土
・
盾
持
人
物
埴
輪
」
の
写
真
を
用
い
た
広
報
用
は
が
き
を
作
成
、
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
平
成
29
年
度
か
ら
、
入
門
、
初
級
、
中
級
は
ご
自
宅
な
ど
か
ら
で
も
受
験
し
て
い
た
だ
け

る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
」
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
第
10
回
を
迎
え
た
考
古
検
定
は
、
今
後
も
日
本
文
化
財
保
護
協
会
が
行
う
公
益
事

業
で
あ
る
「
文
化
財
保
護
に
関
す
る
知
識
の
教
授
」
の
一
環
で
あ
り
、広
く
皆
様
に
考
古
学
、

歴
史
学
へ
の
興
味
も
っ
て
い
た
だ
き
、
文
化
財
の
理
解
と
保
護
に
つ
な
が
る
事
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
。
文
化
財
保
護
も
改
正
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
よ
り
文
化
財
を
活
用
と
す
る

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
考
古
検
定
も
よ
り
身
近
な
遺
跡
を
新
た
に
再
発
見
で
き
る

こ
と
に
利
用
さ
れ
、
新
た
に
「
観
光
考
古
学
」
へ
も
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
10
回
を
記
念
し
て
、
入
門
ク
ラ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
受
験
費
用
を
一
千

円
と
い
た
し
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
も
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
第
10
回
の
考
古
検
定
は
次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
内
閣
府
公
認　

第
10
回
考
古
検
定
】

受
験
申
込
期
間
：
平
成
30
年
9
月
1
日(

土)

～
11
月
14
日(

水)

試  

験  

期  

間
：
平
成
30
年
11
月
17
日(

土)

～
11
月
25
日(

日)

お
問
合
せ
先
：「
考
古
検
定
」
受
験
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
３
）
５
２
０
９
ー
０
５
５
３　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.n-bunkazaihogo.jp/koukokentei/　
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副
理
事
長
　

事
業
委
員
長　
　

安
　
住
　
　
修
　
二

（
㈱
パ
ス
コ
　
常
任
顧
問
）

事
業
委
員
会
報
告

平
素
よ
り
当
協
会
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご
支
援
等

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
30
年
法
律
第
42
号
）

そ
の
目
的
は
「
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
つ
つ
、
文
化
財
継
承
の
担
い
手
を
確
保
し
、
地

域
社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
整
備
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の

計
画
的
な
保
存
・
活
用
の
促
進
や
、
地
方
文
化
財
保
護
行

政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
事
業
委
員
会
は
、
こ
の
法
律
改
正
に
伴
い
、

①
文
部
科
学
大
臣
へ
の
要
望
活
動
、
②
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
変
更
、
③
民
間
資
格
登
用
要
望
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

①�

文
部
科
学
大
臣
へ
の
要
望
活
動
は
本
誌
並
び
に
協
会

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。

②�

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
法
改
正
に
伴
い
、
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

・�

公
益
法
人
と
協
会
員
の
役
割
は
、
地
域
の
埋
蔵
文

化
財
の
総
合
的
な
保
存
活
用
を
補
完
で
き
る
組
織

で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
高
い
倫
理
観
、
品

質
に
対
す
る
責
任
、
技
術
の
研
鑽
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
の
活
用
、
地
方
自
治
体
専
門
職
員
へ
の

支
援
、
次
世
代
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

・�

改
正
品
確
法
に
よ
る
企
業
の
あ
り
方
と
新
し
い
調

達
方
式
の
導
入
を
埋
蔵
文
化
財
調
査
業
に
定
着
さ

せ
、
地
域
協
会
員
の
問
題
点
を
協
会
活
動
で
要
望

活
動
を
通
し
て
訴
求
し
て
、
実
現
し
ま
す
。

　

・�

複
合
技
術
を
保
有
し
、「
文
化
財
保
護
法
」「
環

境
影
響
評
価
法
」
を
念
頭
に
置
い
て
、
文
化
財

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
あ
り
方
を
示
し
て

い
ま
す
。

③�

民
間
資
格
登
用
要
望
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
を
一

つ
の
技
術
指
標
と
し
て
評
価
頂
く
こ
と
を
目
的
に
文

化
庁
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
の
評
価
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
一
般
財
団

法
人
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
、
国
交
省
系
財
団
）

で
は
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
公
共
発
注
機
関
並
び
に
公
益

民
間
企
業
か
ら
発
注
さ
れ
た
業
務
に
関
す
る
「
業
務
実
績

情
報
」
や
「
技
術
者
情
報
」（
コ

リ
ン
ズ
）、「
会
社
情
報
」
を
Ｄ

Ｂ
化
し
て
、
発
注
機
関
、
民
間

企
業
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
中
央
審
議
会
の
主
旨
に

沿
っ
て
企
業
選
定
、
手
続
の
透

明
性
、
客
観
性
、
競
争
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
発
注
機
関

は
資
格
の
な
い
会
社
・
実
績
の

な
い
会
社
、
業
務
遂
行
能
力
の

有
無
、
技
術
者
能
力
等
が
判
断

で
き
ま
す
。

ま
た
民
間
団
体
資
格
１
２
０
に
対
し
て
大
臣
認
定
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
事
で
専
門
分
野
の
判
断
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
埋
蔵
文
化
財
行
政
機
関
は
民
間
へ
の
理
解
、
技
術

へ
の
厳
し
い
評
価
が
あ
り
壁
は
高
く
、
厚
い
で
す
。
人
口

減
へ
の
対
策
と
し
て
民
間
と
の
協
働
、
若
手
へ
の
埋
蔵
文

化
財
へ
の
呼
び
込
み
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
協
力
で
き

る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
訴
求
が

必
要
で
す
。
世
代
交
代
が
進
ま
な
い
と
課
題
解
決
へ
の
糸

口
は
見
つ
か
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

よ
り
認
め
ら
れ
る
協
会
、
魅
力
あ
る
協
会
と
し
て
、
安

定
し
た
運
営
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
会
員
各
社
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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常
務
理
事
　
　
　

地
区
連
絡
協
議
会
　
　
川
　
谷
　
昭
　
彦

（
㈱
埋
蔵
文
化
財
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
　
相
談
役
）

地
区
連
絡
協
議
会
報
告

当
協
会
は
文
化
財
保
護
行
政
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

所
属
し
て
い
る
会
員
会
社
全
体
の
代
弁
者
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
に
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
公
益
法
人
と
し
て

の
活
動
を
行
い
、
業
界
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
日
々
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
協
会
活
動
に
つ
い
て

は
地
区
懇
談
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
で
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
説
明
不
足
で
あ
り
、不
十
分
な
点
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
、

と
平
成
29
年
度
の
「
飛
天
」
に
お
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
活
動
や
事
業
（
埋
蔵
文

化
財
調
査
士
・
調
査
士
補
の
資
格
試
験
制
度
、
継
続
教
育
、

技
術
研
修
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
す
る
要
望
書
提
出
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
、
考
古
検
定
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
考
古
学
フ
ァ
ン
の
交
流
に
関
す
る
事
業
）
等
に
つ

い
て
、
会
員
の
皆
様
に
も
協
会
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と

の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
協
会
運

営
に
と
っ
て
必
要
な
事
だ
と
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
文
化
財
行
政
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆
様
に
役
立
つ
協
会
と
し
て
行
政

と
の
協
力
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
各
地
区
の
会
員
の
皆
様

の
業
務
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
等
、
29
年
度
の
「
飛

天
」
に
お
い
て
、
地
区
懇
談
会
の
目
的
と
活
動
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

【
目
的
】

①�

地
区
会
員
各
社
と
協
会
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め

の
連
絡
協
議
会
と
す
る
。

②�

該
当
す
る
地
区
の
自
治
体
に
対
し
、
そ
の
地
域
に

合
っ
た
提
言
や
要
望
活
動
を
行
い
、
民
間
調
査
組
織

の
導
入
を
促
す
。

③�

地
区
会
員
各
社
に
所
属
す
る
調
査
者
の
調
査
力
向
上

を
目
指
す
。

④�

協
会
活
動
に
関
す
る
協
力
と
参
加
意
識
を
高
め
、
会

員
の
増
加
を
目
指
す
。

【
活
動
】

①�

代
表
理
事
や
専
務
理
事
な
ど
協
会
執
行
部
を
迎
え
、

協
会
の
現
状
を
話
し
合
い
、
会
員
か
ら
の
要
望
を
聞

く
な
ど
協
会
と
会
員
相
互
の
意
思
の
疎
通
を
図
る
。

②�

事
業
委
員
会
と
連
携
し
、
各
地
区
の
会
員
と
共
に
該

当
す
る
自
治
体
に
そ
の
地
域
の
事
情
に
合
っ
た
提
言

や
要
望
活
動
を
行
う
。
理
事
会
と
連
携
し
、
各
地
区

で
行
わ
れ
る
協
会
の
地
区
懇
談
会
を
開
催
す
る
。

③�

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
・
士
補
の
増
員
活
動
に
協
力

す
る
。

④�
技
術
研
修
委
員
会
と
連
携
し
、
各
地
で
行
わ
れ
る
技

術
研
修
会
の
開
催
に
協
力
す
る
。

⑤�

考
古
検
定
の
受
験
者
増
員
活
動
に
協
力
す
る
。

⑥�

新
規
会
員
の
募
集
活
動
に
協
力
す
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
為
、
九

州
地
区
で
加
入
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
４
月
に
地
区
連
絡
協
議
会
の
準
備
会
を
開
き
ま

し
た
。

今
回
は
【
目
的
】
①
の
「
地
区
会
員
と
協
会
の
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
の
連
絡
協
議
会
と
す
る
」
そ
し
て
、【
活

動
】
①
の
「
代
表
理
事
や
専
務
理
事
を
迎
え
、
協
会
の
現

状
を
話
し
合
い
、
会
員
か
ら
の
要
望
を
聞
く
な
ど
協
会
と

会
員
相
互
の
意
思
の
疎
通
を
図
る
」
を
主
に
捉
え
、
実
施

し
ま
し
た
。

代
表
理
事
が
協
会
の
歴
史
的
経
過
な
ど
の
全
般
的
な
説

明
を
行
い
、
専
務
理
事
か
ら
は
平
成
29
年
度
に
行
い
ま
し

た
文
部
科
学
省
訪
問
や
文
化
庁
と
の
会
合
等
の
協
会
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
資
格
・
検
定
試
験
の
報
告

及
び
活
動
方
針
の
説
明
が
あ
り
、
事
業
委
員
会
委
員
長
か

ら
は
会
員
の
増
加
に
関
す
る
活
動
報
告
や
今
後
の
事
業
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
地
区
連
絡
協
議

会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
の
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、会
員
と
協
会
理
事
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

最
低
制
限
価
格
や
調
査
士
・
調
査
士
補
の
資
格
制
度
等
に

つ
い
て
の
発
言
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
会
員
会
社
の

調
査
技
術
力
の
向
上
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
関
東
や

関
西
で
開
催
さ
れ
て
い
る
技
術
研
修
会
を
九
州
で
も
行
う

こ
と
が
出
来
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た

が
、
会
員
と
協
会
と
の
相

互
理
解
を
得
る
良
い
機
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
区
連
絡
協
議
会
の
活

動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
各
地
区
の
会
員
の

皆
様
と
協
会
が
意
見
交
換

を
行
い
、
活
動
す
る
場
と

し
て
重
要
な
拠
点
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
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【
釜
石
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
支
援
業
務
】

復
興
支
援
対
策
本
部
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
社
会
貢
献

の
一
環
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
発
生
2
年
後
よ
り
復
興
事
業
に

支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

1
．
受
注
実
績

最
初
の
受
注
は
平
成
25
年
10
月
21
日
の
横
瀬
遺
跡
・
川
原
遺

跡
・
片
岸
貝
塚
の
３
遺
跡
か
ら
、
直
近
の
受
注
は
平
成
28
年
１

月
18
日
の
泉
沢
屋
敷
遺
跡
ま
で
の
９
遺
跡
９
契
約
と
な
り
ま

す
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

次
頁
の
表
の
通
り
、
現
地
発
掘
調
査
は
、
№
１
～
№
３
の
横

瀬
遺
跡
・
川
原
遺
跡
・
片
岸
貝
塚
の
３
遺
跡
の
み
で
あ
り
、
№

５
～
№
７
の
屋
形
遺
跡
（
そ
の
1
）・（
そ
の
２
）
と
野
川
前
遺

跡
の
２
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
残
作
業
で
あ
る
整
理
報
告
書
作
成

が
今
年
度
発
注
予
定
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
在
ま
で
に
当

協
会
と
し
て
完
納
し
た
報
告
書
は
現
在
ま
で
に
計
３
件
と
な
り

ま
す
。

２
．
平
成
27
年
度
実
施
し
た
発
掘
調
査
の
概
要

�

屋
形
遺
跡
（
そ
の
１
）・（
そ
の
２
）
と
野
川
前
遺
跡
の
２
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
発
掘
調
査
か
ら
整
理
途
中
ま
で
の
経

緯
・
内
容
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

【
屋
形
遺
跡
】

①
屋
形
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
業
務
（
そ
の
１
）

（
縄
文
時
代
前
期
～
晩
期
・
集
落
、
縄
文
時
代
後
期
・
貝
塚
、

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期
前
半
・
包
蔵
地
、古
代
・
集
落
）

避
難
道
路
の
建
設
に
伴
う
調
査
で
、
Ｃ
～
Ｅ
区
の
3
工
区
で
調

査
面
積
、
掘
削
土
量
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②
屋
形
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
業
務
（
そ
の
２
）

（
縄
文
時
代
前
期
～
晩
期
・
集
落
、
縄
文
時
代
後
期
・
貝
塚
、

縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期
前
半
・
包
蔵
地
、古
代
・
集
落
）

（
そ
の
１
）
調
査
業
務
の
連
続
す
る
遺
跡
で
Ｃ
～
Ａ
区
の
３
工

区
実
施
し
ま
し
た
。

Ａ
区
及
び
Ｂ
区
の
一
部
が
ト
レ
ン
チ
に
変
更
し
た
事
で
調
査

面
積
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
包
含
層
の
深
度
に
よ
っ
て
掘
削
土

量
は
増
加
し
ま
し
た
。
更
に
ほ
ぼ
完
形
状
態
の
貝
塚
が
Ｃ
区
で

検
出
し
た
為
に
発
掘
調
査
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
り
、
調
査

員
の
増
強
、
作
業
員
の
増
員
、
掘
削
手
法
の
変
更
等
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
平
成
27
年
8
月
18
日
の
未
明
に
襲
来
し
た
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
て
、
発
掘
現
場
下
段
の
道
路
脇
の
土
砂
崩
れ
事
故
の

対
応
と
、
そ
の
原
因
が
問
わ
れ
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や

し
ま
し
た
。

整
理
報
告
書
作
成
は
（
そ
の
１
）
調
査
業
務
と
平
行
し
て
進

め
て
お
り
、
貝
塚
か
ら
の
出
土
品
と
合
わ
せ
て
遺
物
量
は
当
初

見
込
み
を
膨
大
に
上
回
っ
た
こ
と
と
貝
塚
を
含
む
報
告
書
の

ペ
ー
ジ
数
が
増
え
た
こ
と
を
含
め
て
、
作
業
の
工
期
は
７
月
末

に
延
長
と
な
り
、
平
成
28
年
度
内
に
整
理
業
務
の
途
中
納
品
と

な
り
ま
し
た
。

【
野
川
前
遺
跡
】

野
川
前
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
業
務

（
縄
文
時
代
中
期
前
葉
～
後
葉
の
集
落
跡
）

Ｅ
形
状
の
道
路
予
定
地
を
発
掘
調
査
す
る
案
件
で
、
当
初
か

ら
工
期
の
延
長
と
自
然
科
学
分
析
に
つ
い
て
設
計
変
更
を
前
提

に
調
査
開
始
し
ま
し
た
。
一
部
区
域
の
発
掘
調
査
の
取
り
や

め
、
隣
接
土
盛
り
箇
所
の
掘
削
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
順
調

に
掘
削
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｃ
・
Ｅ
ラ
イ
ン
で
大
量
の
遺

物
の
出
土
と
検
出
遺
構
数
が
予
想
を
大
き
く
上
回
り
工
程
が
遅

延
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
平
成
27
年
12
月
工
期

か
ら
平
成
28
年
３
月
末
の
工
期
延
長
と
な
り
、
整
理
業
務
の
途

中
納
品　

と
な
り
ま
し
た
。

３
．
今
年
度
発
注
の
整
理
報
告
書
作
成
に
つ
い
て

釜
石
市
と
し
て
は
、
屋
形
遺
跡
（
そ
の
１
）・（
そ
の
２
）
と

野
川
前
遺
跡
の
2
遺
跡
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
整
理
作
業
の
継

続
作
業
及
び
報
告
書
作
成
業
務
を
復
興
予
算
の
交
付
金
に
よ
る

発
注
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
遺
跡
と
も
に
遺
構
図
作

成
、
遺
物
実
測
ト
レ
ー
ス
等
（
拓
本
含
む
）、
写
真
撮
影
作
業
、

自
然
科
学
分
析
、
報
告
書
作
成
・
印
刷
製
本
の
発
注
仕
様
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。
埋
蔵
文
化
財
は
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
形
成
す
る
歴
史
遺
産
で

あ
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
は
、
復
興
事
業
の
一
部
と
し
て
短
期

間
に
複
数
遺
跡
の
早
急
な
発
掘
調
査
を
行
う
た
め
に
、
民
間
の

支
援
を
活
用
し
て
実
施
す
る
も
の
で
発
掘
調
査
完
了
か
ら
２
ヶ

年
が
経
過
し
、
今
年
度
作
成
予
定
の
報
告
書
が
完
成
す
れ
ば
、

当
協
会
と
し
て
は
、
今
ま
で
の
３
件
の
遺
跡
に
加
え
て
５
件
の

報
告
書
が
完
納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
民
間
組
織
の
技
術
力

を
結
集
し
て
品
質
の
保
障
と
適
応
性
の
確
保
を
し
、
復
興
事
業

推
進
の
た
め
の
支
援
の
成
果
を
報
告
書
と
し
て
記
録
保
存
す
る

こ
と
が
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
社
会
貢
献
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
発
掘
調
査
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
に
係
る
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
で
民
間
活
用
が
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

岩
手
県
と
し
て
は
初
と
な
る
事
例
と
し
て
本
業
務
が
完
了
す
る

こ
と
は
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
始
ま
り
、「
釜
石
市
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
支
援
業
務
」
の
一
区
切
り
を
今
年
度
、
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
復
興
支
援
対
策
本
部
と
し
て
は
行
政

と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
災
害
に
お
い
て
全
面
的
に
協
力
体

制
を
整
え
て
支
援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
務
理
事
　
　
　
　

復
興
支
援
対
策
本
部　
　

武
　
　
賢
　
治

（
国
際
文
化
財
㈱
　
取
締
役
東
日
本
事
業
部
長
）

復
興
支
援
対
策
本
部
報
告
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日本文化財保護協会 釜石市受託事業一覧　2018.7.1 現在
No. 遺　跡　名 発注先 住　　所 調査面積

（㎡）
契約金額（円）

税込 幹事会社 担当者 履行期間（自） 履行期間（至） 調査期間 完了納品
／刊行報告書

1 横瀬遺跡埋蔵文化財
発掘調査委託業務

釜石市
復興推進本部

釜石市箱崎町
箱崎地内 3000.0 118,125,000 国際文化財㈱ 竹内俊之

川口洋次郎 平成25年10月21日 平成26年3月27日 4 ヶ月 有 / 無

2 川原遺跡埋蔵文化財
発掘調査委託業務

釜石市
復興推進本部

釜石市鵜住居町
鵜住居地内 1100.0 50,925,000 ㈱パスコ 河内公夫

遠藤民雄 平成25年10月21日 平成26年3月27日 4 ヶ月 有 / 無

3 片岸貝塚埋蔵文化財
発掘調査委託業務

釜石市
復興推進本部

釜石市片岸町
片岸地内 415.0 49,350,000 ㈱ノガミ 小野麻人

三冨利哉 平成25年10月21日 平成26年3月27日 4 ヶ月 有 / 無

4 平田遺跡埋蔵文化財
発掘調査委託業務

釜石市
教育委員会

岩手県釜石市
平田第 4 地割
10-2、11

477.0 59,400,000 ㈱ノガミ 小野麻人
三冨利哉 平成26年9月1日 平成27年3月26日 7 ヶ月 有 / 有

5
屋形遺跡埋蔵文化財
発掘調査委託業務

（その１）
釜石市
復興推進本部

岩手県釜石市
唐丹町字屋形 1087.0 91,800,000 ㈱四門

与安典昭
岡安光彦
向井 亙

平成27年3月30日

平成27年11月30日
↓

平成28年2月29日
↓

平成28年7月29日
↓

平成28年12月28日

8 ヶ月 有 / 無

6
屋形遺跡埋蔵文化財
発掘調査委託業務

（その２）
釜石市
復興推進本部

岩手県釜石市
唐丹町字屋形 1860.9 91,800,000 ㈱四門 前田卓宏

向井 亙 平成27年7月27日

平成28年3月30日
↓

平成28年7月29日
↓

平成28年12月28日

8 ヶ月 有 / 無

7 野川前遺跡埋蔵文化財
発掘調査委託業務

釜石市
復興推進本部

岩手県釜石市
箱崎町 箱崎地内 2209.0 86,400,000 国際文化財㈱ 武田芳雄

筒井宏治 平成27年6月22日
平成27年12月25日

↓
平成28年3月25日

6 か月 有 / 無

8
仁田代・下ノ沢遺跡埋
蔵文化財
発掘調査業務委託

釜石市
復興推進本部

岩手県釜石市
平田地区地内 661.0 51,840,000 ㈱パスコ

丸山 徹
植田 真
西銘大吾

平成27年7月27日 平成28年3月30日 8 ヶ月 有 / 有

9 泉沢屋敷遺跡埋蔵文化財
発掘調査業務委託

釜石市
建設課

釜石市鵜住居町
鵜住居地第 25 地割 1442.0 83,160,000 ㈱シン技術

コンサル
中西孝和
福井流星 平成28年1月18日

平成28年3月31日
↓

平成28年10月31日
↓

平成29年3月17日

8 ヶ月 有 / 有

受託合計金額合計 682,800,000 円

平
成
30
年
度
　
日
本
文
化
財
保
護
協
会
　
組
織
図

総　　会

常 務 理 事 会

事
　
務
　
局

理 　 事 　 会

広
報
委
員
会

編
集
委
員
会

連
絡
協
議
会

諮
問
委
員
会

技
術
研
修
委
員
会

事
業
委
員
会

顧　　問

総
務
委
員
会

資
格
制
度
検
討

小

委

員

会

監　　事

考
古
検
定
委
員
会

会
　
　
長

第
三
者
委
員
会

試
験
管
理
委
員
会

Ｃ
Ｐ
Ｄ
委
員
会

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補

講

習

会

講

師

考

古

検

定

検
討
委
員
会

復
興
支
援
対
策
本
部

調
査
士
会
準
備
室

【平成 30 年度　組織・役員】

役　職 氏　名 現　職

会　�長 坂詰　秀一 立正大学名誉教授

理事長 長谷川　渉 株式会社武蔵文化財研究所　代表取締役

副理事長
安住　修二 株式会社パスコ　常任顧問

橋本真紀夫 パリノ・サーヴェイ株式会社　取締役調査研究部長

専務理事 西城　　修 国際航業株式会社

常務理事

川谷　昭彦 株式会社埋蔵文化財サポートシステム　相談役

黒木　隆史 日本海航測株式会社　代表取締役社長

武　　賢治 国際文化財株式会社　取締役東日本事業部長

長井　正欣 有限会社毛野考古学研究所　代表取締役

理　　事

河合　英夫 株式会社玉川文化財研究所　専務取締役調査研究部長

河野　一也 関東文化財振興会株式会社　埋蔵文化財調査部長

清水　章弘 安西工業株式会社　代表取締役社長

平井　　貢 株式会社シン技術コンサル　常務取締役

森　　　充 株式会社イビソク　専務取締役

山口　　寛 ナカシャクリエイテブ株式会社　代表取締役社長

監　　事 島津　義昭 株式会社九州文化財研究所　特別相談役
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協会の活動

平
成
29
年
度
の
会
員
懇
談
会
は
左
記
の
と
お
り
全
国
各
地
で
３
回
開
催
さ
れ
、
開
催
県

の
担
当
機
関
の
ご
担
当
者
に
よ
る
ご
講
演
、
主
に
民
間
活
用
に
つ
い
て
の
会
員
間
の
意
見

交
換
会
に
続
き
、
会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
会
員
懇
談
会

●
四
国
・
中
国
・
関
西
地
区
懇
談
会

（
平
成
29
年
６
月
９
日　

香
川
県
高
松
市
・
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
高
松
）

講
演
者
：
香
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
・
文
化
財
課�

副
課
長�

片
桐
孝
浩�

氏

演　

題
：「
香
川
県
の
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
現
状
と
今
後
」

●
関
東
地
区
懇
談
会

（
平
成
29
年
９
月
22
日　

栃
木
県
宇
都
宮
市
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
）

講
演
者
：
栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局�

文
化
財
課�
主
幹�

斎
藤
恒
夫�

氏

演　

題
：「
栃
木
県
の
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
現
状
と
課
題
」

講
演
者
：
公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
未
来
つ
く
り
財
団�
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所
長�
上
野
修
一�

氏

演　

題
：�「
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
～
民

間
活
用
の
現
状
～
」

●
中
部
・
北
陸
地
区
懇
談
会 

（
平
成
29
年
11
月
17
日　

福
井
県
福
井
市
・
福
井
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）�

講
演
者
：
福
井
県
教
育
庁
生
涯
学
習
・
文
化
財
課�

参
事�

中
川
佳
三�

氏

演　

題
：「
福
井
県
の
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
現
状
と
今
後
」�

講
演
者
：
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー�

主
任�

本
多
達
哉�

氏

演　

題
：�「
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
民
間
活
用
の
現

状
と
課
題
」

右上：四国・中国・関西地区懇談会
上 ：関東地区懇談会
右 ：中部・北陸地区懇談会
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Ⅰ
．
法
人
の
概
況

１
．
設
立
年
月
日
：
平
成
21
年
6
月
1
日

２
．�

定
款
に
定
め
る
目
的
：
本
社
団
法
人
は
、
文
化
財
保
護
に
携
わ
る
民
間
調
査
組
織
と
し
て
必

要
な
技
術
の
研
鑽
、
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
わ
が
国
文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

３
．
定
款
に
定
め
る
事
業
内
容

（
１
）
文
化
財
保
護
に
関
す
る
知
識
の
教
授

（
２
）
文
化
財
保
護
に
関
す
る
技
術
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会
・
講
習
会
の
開
催

（
３
）
発
掘
調
査
技
術
者
の
資
格
検
定
試
験
の
実
施
お
よ
び
資
格
の
認
定

（
４
）
文
化
財
保
護
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運
営
又
は
開
催

（
５
）
文
化
財
保
護
に
か
か
る
図
書
及
び
記
録
の
閲
覧
、
書
籍
の
制
作
、
電
子
出
版
物
の
提
供

（
６
）
文
化
財
保
護
に
関
す
る
国
内
外
の
団
体
等
と
の
連
絡
協
調

（
７
）
講
習
テ
キ
ス
ト
、
試
験
問
題
集
、
会
員
名
簿
ほ
か
図
書
の
出
版
販
売

（
８
）
そ
の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

４
．
所
管
官
庁
に
関
す
る
事
項
：
内
閣
府

５
．
平
成
30
年
3
月
31
日
現
在
の
会
員
数
（
表
①
）

６
．
主
た
る
事
務
所
の
状
況

　
　

主
た
る
事
務
所
：
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
富
沢
町�

10
―
13
―
３
０
１

７
．
平
成
30
年
3
月
31
日
現
在
の
役
員
（
表
②
）

８
．
平
成
30
年
3
月
31
日
現
在
の
職
員
：
職
員
数
2
名
（
常
勤
１
名
、
パ
ー
ト
１
名
）

Ⅱ
．
事
業
の
概
要

１
．
事
業
の
実
施
状
況

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
書
に
基
づ
き
以
下
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
１
）
復
興
対
策
本
部
（
武
賢
治
復
興
対
策
本
部
長
）

�

前
期
に
引
き
続
き
震
災
の
被
災
地
の
自
立
を
目
指
す
一
助
と
な
る
よ
う
、
官
民
連
携
し
発
掘

調
査
の
支
援
を
通
じ
て
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
２
）
事
業
委
員
会
（
安
住
修
二
事
業
委
員
長
）

４
月
24
日
宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官
に
、
11
月
９
日
山
﨑
秀
保
文
化
庁
文
化
財
部
長
に
、
３

月
26
日
文
部
科
学
省
に
お
い
て
宮
川
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
と
面
談
を
行
い
、
林
芳
正
文

部
科
学
大
臣
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
当
協
会
会
員
に
よ
る
民
間
調
査
組
織
は
、
発

掘
調
査
を
通
じ
て
わ
が
国
の
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
活
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
改
正
品
確

法
の
遵
守
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
作
業
の
安
全
、
新
技
術
開
発
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
発
注
者
の
ご
要
請
等
に
的
確
に
応
え
、
文
化
財
事
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な

発
展
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
考
古
学
系
の
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
や

若
手
・
女
性
技
術
者
の
育
成
・
活
躍
の
推
進
な
ど
、
雇
用
創
出
・
人
材
育
成
の
た
め
の
活

動
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
文
化
財
事
業
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
ご
報
告
し
、要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
、文
化
庁
と
協
会
は
官
・
学
・

民
連
携
し
機
能
さ
せ
、
今
後
も
協
調
し
活
動
を
行
い
な
が
ら
向
上
し
て
い
く
た
め
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
民
間
調
査
組
織
全
体
の
技
術
力
の
集
結
と
向
上
を
目
的
に
、
未
入

会
の
民
間
調
査
組
織
へ
の
協
会
加
入
の
案
内
を
積
極
的
に
行
い
今
年
度
４
社
の
加
入
が
あ

り
ま
し
た
。

（
３
）
連
絡
協
議
会
（
川
谷
昭
彦
九
州
地
区
連
絡
協
議
会
幹
事
）

来
期
か
ら
の
稼
働
に
向
け
、
地
区
内
の
実
績
や
要
望
な
ど
の
調
査
行
い
ま
し
た
。

（
４
）
総
務
委
員
会
・
調
査
士
会
準
備
室
（
長
井
正
欣
総
務
委
員
長
）

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
の
資
格
検
定
試
験
を
９
月
９
日
連
合
会
館（
東
京
）で
実
施
し
ま
し
た
。

行
政
経
験
者
４
名
、
調
査
士
補
か
ら
の
受
験
者
12
名
の
16
名
全
員
が
合
格
い
た
し
ま
し
た
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補
の
指
定
講
習
会
は
７
月
21
～
23
日
の
３
日
間
で
全
10
講
座
の
講
習

会
を
行
い
、
８
月
26
日
連
合
会
館
（
東
京
）
で
資
格
検
定
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
29
名
受

験
し
、
全
員
合
格
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
に
て
１
月
15
日
に
発
掘
員
試
験
を
実

施
し
１
名
認
定
い
た
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｄ
委
員
会
は
６
月
と
11
月
に
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
・

調
査
士
補
か
ら
申
請
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
ポ
イ
ン
ト
集
計
と
認
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
６

月
集
計
で
は
１
２
４
名
（
調
査
士
87
名
、
調
査
士
補
37
名
）
か
ら
７
６
８
件
の
申
請
が
あ

り
ま
し
た
。
件
数
は
、
過
去
最
高
で
７
０
０
件
代
の
申
請
件
数
に
な
り
ま
し
た
。
11
月
集

計
で
は
１
５
５
名
（
調
査
士
１
０
５
名
、調
査
士
補
50
名
）
か
ら
５
９
３
件
の
申
請
が
あ
り
、

件
数
と
し
て
は
、
前
回
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
下
半
期
の
申
請
件
数
と
し
て
は
過
去
２

番
目
に
多
く
、
申
請
者
数
は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｄ
委
員
会
で
は
埋
蔵
文
化

財
調
査
士
・
調
査
士
補
は
資
格
取
得
後
５
年
ご
と
の
資
格
更
新
手
続
を
行
う
た
め
、
資
格

更
新
条
件
と
な
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
Ｃ
Ｐ
Ｄ
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
管
理
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

来
期
よ
り
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
す
。
３
月
10
日
に
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
・
調
査
士
補

平
成
29
年
度
（
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
）
事
業
報
告
書

表①　平成 30 年 3 月 31 日現在の会員数
種　類 当期末 前期末比増減
普通会員 81 社 +2 社
賛助会員 6社 ± 0社
合　計 87 社 +2 社

表②　平成 30 年 3 月 31 日現在の役員
役　職 氏　名 現　　　職

代表理事 那波市郎 ㈱四門　代表取締役

専務理事 橋本真紀夫 パリノ・サーヴェイ㈱　取締役調査研究部長

常務理事

安住修二 ㈱パスコ　常任顧問

川谷昭彦 ㈱埋蔵文化財サポートシステム　相談役

黒木隆史 日本海航測㈱　代表取締役社長

武　賢治 国際文化財㈱　取締役営業部長

長井正欣 ㈲毛野考古学研究所　代表取締役

長谷川渉 ㈱武蔵文化財研究所　代表取締役

理　事

河合英夫 ㈱玉川文化財研究所　専務取締役

河野一也 大成エンジニアリング㈱　顧問

清水章弘 安西工業㈱　代表取締役社長

平井　貢 ㈱シン技術コンサル　常務取締役

森　　允 ㈱イビソク　専務取締役

山口　寛 ナカシャクリエイテブ㈱　代表取締役社長

監　事 島津義昭 ㈱九州文化財研究所　特別相談役
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協会の活動

の
技
術
力
向
上
と
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
考
古
学
に
関
心
の
あ
る

一
般
の
方
を
対
象
に
、
日
本
大
学
文
理
学
部
百
周
年
記
念
講
堂
に
て
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。「
考
古
学
の
力
・
文
化
財
の
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
國
學
院
大
學
名
誉
教
授

の
小
林
達
雄
先
生
、
立
正
大
学
名
誉
教
授
で
当
協
会
会
長
の
坂
詰
秀
一
先
生
に
よ
る
一
般

公
開
の
講
演
会
を
実
施
、
講
演
会
に
は
２
６
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
会
終

了
後
に
全
国
の
調
査
士
・
士
補
の
資
格
者
の
交
流
と
、
お
互
い
の
調
査
力
向
上
の
場
に
な

る
よ
う
調
査
士
会
準
備
会
の
発
足
の
経
緯
と
主
旨
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
）
考
古
検
定
検
討
委
員
会
（
長
谷
川
渉
考
古
検
定
検
討
委
員
長
）

11
月
18
～
26
日
の
期
間
で
第
９
回
考
古
検
定
が
実
施
さ
れ
入
門
・
初
級
・
中
級
・
上
級
・
最

上
級
ク
ラ
ス
で
の
試
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
期
は
入
門
ク
ラ
ス
～
中
級
ク
ラ
ス
の
３
ク
ラ

ス
を
自
宅
で
も
受
験
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
試
験
を
導
入
し
、
よ
り
多
く
の
受
験
者
の
獲

得
に
努
め
過
去
２
番
目
の
受
験
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
下
位
ク
ラ
ス
の
合
格
が
受
験
要
件
と

な
る
上
級
、
最
上
級
ク
ラ
ス
で
も
合
格
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
継
続
し
て
受
験
、
勉
強
を
行

え
る
よ
う
今
後
も
受
験
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
要
望
を
精
査
し
受
験
者
の
満
足
度
の
高
い

検
定
試
験
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
受
験
者
か
ら
の
要
望
の
一
つ
と
し
て
、
考

古
検
定
過
去
問
題
集
が
通
信
販
売
以
外
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
全
国
の
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
販
路
を
拡
充
に
力
を
入
れ
、
発
売
当
初
２
館
で
の
取
り
扱
い
が
今
期
よ

り
６
館
と
な
り
ま
し
た
。

（
６
）
編
集
委
員
会
（
橋
本
真
紀
夫
編
集
委
員
長
）

考
古
学
専
門
誌
で
の
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
特
集
号
の
企
画
・
編
集
を
行
い
ま
し
た
。

（
７
）
技
術
研
修
委
員
会
（
河
野
一
也
技
術
研
修
委
員
長
）

会
員
会
社
の
考
古
学
の
基
礎
的
な
技
術
や
方
法
論
に
基
づ
い
た
、
調
査
か
ら
報
告
書
の
内
容

を
含
め
て
調
査
力
の
向
上
や
質
の
確
保
を
図
る
た
め
、
会
員
会
社
が
作
成
し
た
調
査
報
告
書

を
審
査
し
て
優
秀
な
も
の
を
顕
彰
す
る
表
彰
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

４
月
４
日
に
第
５
回
優
秀
調
査
報
告
書
審
査
会
を
開
催
し
、
９
社
応
募
う
ち
８
社
の
報
告
書

が
優
秀
調
査
報
告
書
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
（
再
優
秀
調
査
報
告
書
は
該
当
な
し
）。

５
月
12
日
に
表
彰
式
で
受
賞
者
に
賞
状
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。
技
術
研
修
会
で
は
、
ど
の

発
掘
調
査
に
お
い
て
も
関
連
の
あ
る
地
質
・
土
壌
並
び
に
古
環
境
の
復
元
に
着
目
し
て
土
壌

学
と
植
物
学
の
研
究
者
を
招
き
、
即
戦
力
と
し
て
役
立
つ
、
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
７

月
30
日
に
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
（
東
京
）
62
名
参
加
、10
月
28
日
に
奈
良
商
工
会
議
所
（
奈

良
）
29
名
参
加
で
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
文
化
財
の
分
野
で
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
３
Ｄ
計
測
技
術
に
つ
い
て
、
１
月
15
日
に
横
浜
市
立
歴
史
博
物
館
と
共
同
で

研
修
会
を
開
催
、
30
名
（
う
ち
当
協
会
の
資
格
者
15
名
参
加
）
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
６

月
30
日
に
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り
依
頼
を
受
け
、
当
該
職
員
及
び
希
望
す
る
県

内
市
町
文
化
財
担
当
職
員
を
対
象
に
、
当
協
会
会
員
会
社
の
担
当
者
が
遺
跡
測
量
等
業
務
に

つ
い
て
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
他
団
体
と
の
協
働
を
行
い
な
が
ら
、
資
格
者
の

調
査
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
８
）
広
報
委
員
会
（
山
口
寛
広
報
委
員
長
）

平
成
29
年
度
埋
蔵
文
化
財
調
査
要
覧
の
企
画
・
編
集
を
行
い
８
月
に
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
協
会
の
活
動
報
告
を
行
っ
て
い
る
会
報
「
飛
天
」
に
今
号
よ
り
会
員
会
社
の
調
査
紹
介

等
の
紀
要
を
合
本
し
８
月
に
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

考
古
検
定
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
大
安
場
古
墳
（
福
島
県
）
の
古
墳
ま
つ
り
、
野
毛
大
塚
古

墳
イ
ベ
ン
ト
（
東
京
世
田
谷
区
）
等
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
般
の
親
子
向
け
料
理
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
７
月
30
日
に
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
ド
ッ
キ
ー
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
各
行
政
、　

博
物
館
で
開
催
す
る
た
め
の
講
師
養
成
講
座
を
10
月
１
日
に
浜

松
市
教
育
委
員
会
、
11
月
25
日
に
大
船
渡
市
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
に
開
催
し
ま
し
た
。

２
．
平
成
29
年
度
会
議
等
一
覧
（
表
③
）

表③　平成 29 年度会議等一覧

4月

1日 CPD委員会

4日 第 5回優秀調査報告書審査会（第三者委員会）

7日 監事監査

14 日 編集委員会・考古検定検討委員会・理事会

5月

12 日 定時社員総会・理事会

14 日 CPD委員会

16 日 編集委員会

6月
9日 常務理事会・四国・中国・関西地区懇談会

14 日 編集委員会

7月

4日 試験管理委員会（第三者委員会）

5日 事業委員会・考古検定検討委員会

7日 広報委員会

13 日 編集委員会（座談会）

21 ～
23 日 埋蔵文化財調査士補講習会

30 日 技術研修会・親子料理WS

8月
24 日 特別講演会実行委員会

26 日 埋蔵文化財調査士補試験

9月

9日 埋蔵文化財調査士補試験・試験管理委員会
（合否判定会議・第三者委員会）

19 日 考古検定検討委員会・特別講演会実行委員会

22 日 常務理事会・関東地区懇談会

10月
6 日 理事会

28 日 技術研修会（奈良）

11月

6 日 特別講演会実行委員会

8日 内閣府立入検査・理事会（書面　入会承認）

12 日 CPD委員会

17 日 常務理事会・中部北陸地区懇談会

25 ～
26 日

行政向け料理ワークショップ、一般向
け料理ワークショップ（大船渡市）

28 日 特別講演会実行委員会

12月

1 日 理事会

14 日 考古検定検討委員会

19 日 考古検定委員会（第三者委員会）

27 日 理事会（書面　入会承認）

1月 15 日 特別講演会実行委員会

2月 10 日 特別講演会実行委員会

3月

1日 特別講演会実行委員会

10 日 特別講演会

16 日 理事会（書面　来期事業計画書・収支予算書承認）

26 日 文部科学大臣へ要望書提出

30 日 第 6回優秀調査報告書審査会（第三者委員会）
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第
１
回
理
事
会　

平
成
29
年
4
月
14
日

　
　

１
．
平
成
28
年
度
事
業
報
告
書
･
収
支
報
告
に
つ
い
て

　
　

２
．
各
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

総
務
委
員
会
、
技
術
研
修
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、
事
業
委
員
会
、

　
　
　
　
　

考
古
検
定
検
討
委
員
会
、
復
興
対
策
本
部
、
編
集
委
員
会
、
調
査
士
会

　
　
　
　
　

準
備
室
、
連
絡
協
議
会

　
　

３
．
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
予
定
）
と
組
織
に
つ
い
て

　
　

４
．
第
8
回
定
時
社
員
総
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

平
成
29
年
5
月
12
日
（
金
）
学
士
会
館
で
開
催

　
　

５
．
そ
の
他
（
会
費
の
納
入
時
期
と
支
払
い
回
数
に
つ
い
て
、
内
閣
府
立
入
検

　
　
　
　

査
の
延
期
に
つ
い
て
、
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
）

　

第
２
回
理
事
会　

平
成
29
年
5
月
12
日

　
　

１
．
会
費
（
特
別
会
費
）
改
定
時
期
に
つ
い
て

　
　

２
．
第
８
回
定
時
社
員
総
会
に
つ
い
て

　
　

３
．
会
員
会
社
社
名
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　

社
名
変
更　

文
化
財
調
査
事
業
企
業
組
合
→
み
ち
の
く
文
化
財
㈱

　
　

４
．
各
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
（
同
右
）

　
　

５
．
そ
の
他
（
四
国
・
中
国
・
関
西
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
、
埋
蔵
文
化
財
調

　
　
　
　

査
要
覧
の
特
定
個
人
情
報
取
扱
に
つ
い
て
、
理
事
確
認
書
類
に
つ
い
て
）

　

第
３
回
理
事
会　

平
成
29
年
10
月
６
日

　
　

１
．
平
成
29
年
度
収
支
報
告
（
中
間
決
算
）
に
つ
い
て
（
承
認
事
項
）

　
　

２
．
新
入
会
会
員
（
㈱
古
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）（
承
認
事
項
）

　
　

３
．
各
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
（
同
右
）

　
　

４
．
そ
の
他
（
内
閣
府
立
入
検
査
に
つ
い
て
（
11
月
8
日
）、
中
部
北
陸
地
区

　
　
　
　

懇
談
会
に
つ
い
て
（
11
月
17
日
））

　

第
４
回
理
事
会　

平
成
29
年
11
月
８
日

　
　

１
．
新
入
会
会
員
会
社
の
承
認
（
２
社
）
八
洲
開
発
㈱
、
テ
イ
ケ
イ
ト
レ
ー
ド
㈱

　

第
５
回
理
事
会　

平
成
29
年
12
月
１
日

　
　

１
．
平
成
30
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

　
　

２
．
平
成
30
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
に
つ
い
て

　
　

３
．
国
内
登
録
商
標
更
新

　
　
　
　
（
日
本
文
化
財
保
護
協
会
・
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
）
に
つ
い
て
（
承
認
事
項
）

　
　

４
．
各
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
（
同
右
）

　
　

５
．
そ
の
他
（
内
閣
府
立
入
検
査
に
つ
い
て
（
11
月
８
日
）（
報
告
事
項
））�

　

第
６
回
理
事
会　

平
成
29
年
12
月
27
日

　
　

１
．
新
入
会
会
員
会
社
の
承
認
（
１
社
）
㈱
安
斉
組

　

第
７
回
理
事
会　

平
成
30
年
３
月
16
日

　
　

１
．
平
成
30
年
度
事
業
計
画
書
に
つ
い
て
（
承
認
事
項
）

　
　

２
．
平
成
30
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
（
承
認
事
項
）

　
　

３
．
平
成
30
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
承
認
事
項
）

　
　

４
．
試
験
管
理
委
員
の
交
代
に
つ
い
て
（
報
告
事
項
）

　
　

５
．
九
州
地
区
連
絡
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
（
報
告
事
項
）

　

第
８
回
理
事
会　

平
成
30
年
３
月
30
日

　
　

１
．
新
入
会
会
員
会
社
の
承
認
（
２
社
）
関
東
文
化
財
振
興
会
㈱
、
㈱
斎
藤
建
設

●
平
成
29
年
度
理
事
会 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産
          現金預金 12,271,321 13,446,645 △ 1,175,324
          未収金 0 49,740,480 △ 49,740,480
          前払金 17,496 0 17,496
          前払費用 580,176 648,648 △ 68,472
        流動資産合計 12,868,993 63,835,773 △ 50,966,780
   2. 固定資産
     (1)基本財産
        基本財産合計 0 0 0
     (2)特定資産
        特定資産合計 0 0 0
     (3)その他固定資産
          建物 534,660 605,053 △ 70,393
          保証金 410,832 410,832 0
          長期前払費用 0 136,944 △ 136,944
          ソフトウエア 2,878,200 864,000 2,014,200
        その他固定資産合計 3,823,692 2,016,829 1,806,863
        固定資産合計 3,823,692 2,016,829 1,806,863

        資産合計 16,692,685 65,852,602 △ 49,159,917

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債
          未払金 90,825 45,785,357 △ 45,694,532
          未払費用 96,768 45,093 51,675
          未払消費税等 31,300 521,300 △ 490,000
          預り金 47,648 0 47,648
        流動負債合計 266,541 46,351,750 △ 46,085,209
   2. 固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 266,541 46,351,750 △ 46,085,209
Ⅲ  正味財産の部
   1. 指定正味財産
   2. 一般正味財産 16,426,144 19,500,852 △ 3,074,708
        正味財産合計 16,426,144 19,500,852 △ 3,074,708

        負債及び正味財産合計 16,692,685 65,852,602 △ 49,159,917

貸借対照表

平成 30年  3月 31日 現在
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協会の活動

当
協
会
は
結
成
か
ら
14
年
を
迎
え
、
埋
蔵
文
化
財
を
中
心

と
し
た
民
間
調
査
組
織
の
調
査
員
の
調
査
力
を
さ
ら
に
高

め
、
行
政
と
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
積
極
的
な
協
働
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
各
社
の
「
調
査
力
」、
調
査
員
一

人
一
人
の
「
調
査
力
」
の
更
な
る
向
上
を
目
標
に
、
当
期
は

資
格
制
度
の
充
実
、
拡
充
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

資
格
制
度
は
、
す
で
に
地
方
公
共
団
体
で
職
員
採
用
や
民

間
調
査
組
織
の
選
定
、
調
査
担
当
技
術
者
の
要
件
で
活
用
さ

れ
る
な
ど
普
及
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

当
期
は
、
会
員
会
社
の
調
査
員
が
埋
蔵
文
化
財
調
査
士

と
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補
を
取
得
し
、
自
ら
継
続
教
育
し

て
い
く
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
当
協
会
で
は
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補
の
技
術
的
な

交
流
と
相
互
の
技
術
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
調
査
士
会
発

足
準
備
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
協
会
全
体
と
し
て
の
「
調

査
力
」
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
し
、
調
査
士
会
発
足
準
備
会

を
中
心
に
技
術
研
修
会
の
開
催
、
紀
要
の
制
作
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

当
期
で
４
期
目
と
な
る
技
術
研
修
会
は
、
技
術
者
が
「
調

査
現
場
で
明
日
か
ら
使
え
る
技
術
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
専

門
的
か
つ
実
践
的
な
内
容
を
中
心
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
に
文
化
庁
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
埋
蔵
文
化
財

保
護
行
政
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入
に
つ
い
て
１
」（
報

告
）を
踏
ま
え
、技
術
研
修
会
は
各
団
体
と
の
協
働
も
行
い
、

全
国
で
行
わ
れ
る
様
々
な
研
修
会
を
資
格
者
が
選
択
し
受
講

で
き
る
よ
う
内
容
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
当
期
も
第
７
回
優
秀
調
査
報
告
書
選
考
会
を
行

い
、
会
員
が
作
成
し
た
調
査
報
告
書
を
選
考
し
優
秀
な
も
の

を
顕
彰
す
る
表
彰
制
度
を
行
い
ま
す
。
会
員
の
調
査
技
術
の

向
上
や
調
査
の
質
の
確
保
を
図
り
、
民
間
調
査
組
織
の
信
頼

性
、
社
会
的
地
位
の
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補
は
資
格
取

得
後
５
年
ご
と
の
資
格
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

資
格
者
が
自
主
的
に
行
う
継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
資
格

者
が
意
欲
的
に
行
い
、
資
格
更
新
を
自
己
管
理
で
き
る
よ
う

Ｃ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
前
期
よ
り
行
っ
て
お

り
、
当
期
か
ら
本
格
稼
働
い
た
し
ま
す
。
継
続
教
育
制
度
を

一
層
充
実
さ
せ
資
格
取
得
者
の
調
査
力
向
上
へ
の
指
導
を
適

切
に
行
い
、
資
格
の
確
立
と
認
知
度
を
高
め
て
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

当
期
は
、
平
成
28
年
４
月
に
文
化
庁
よ
り
発
表
さ
れ
た

「
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
の

策
定
に
つ
い
て
」
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
民
間
調
査
組
織
の
調
査
力
の
向
上
、
人
材
育
成
、

新
技
術
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区

連
絡
協
議
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
抱
え
て
い
る
問
題
点
を

整
理
し
、
地
方
公
共
団
体
に
具
体
的
な
提
言
と
要
望
活
動
を

行
い
、
よ
り
一
層
の
行
政
と
の
連
携
・
協
働
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
に
文
化
庁
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
適
正
な

埋
蔵
文
化
財
行
政
を
担
う
体
制
等
の
構
築
に
つ
い
て
」（
報

告
）、
ま
た
平
成
29
年
３
月
の
「
埋
蔵
文
化
財
関
係
統
計
資

料
」
で
も
、
全
国
の
埋
蔵
文
化
財
専
門
職
員
の
数
は
減
少
し

て
お
り
、
次
世
代
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
協
会
は
技
術
者
の
育
成
と
担
い
手
の
確
保
と
し
て
各

大
学
と
の
連
携
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
期
も
、「
平
成
28
年
度
以
降
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
つ

い
て
」（
平
成
27
年
６
月
24
日
復
興
推
進
会
議
決
定
）
及
び

「『
復
興
・
創
生
期
間
』
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
基
本
方
針
」（
平
成
28
年
３
月
11
日
閣
議
決
定
）
に

基
づ
き
、
官
民
連
携
し
震
災
復
興
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
委
託
業
務
を
協
会
の
公
益
事
業
と
し
て
、
被
災
地

か
ら
の
要
望
に
応
じ
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

考
古
検
定
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
刊
し
た
過
去
問
題
集
を
生

か
し
、
国
民
に
よ
り
広
く
周
知
す
る
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

と
し
、
考
古
学
に
親
し
め
る
考
古
検
定
を
通
じ
て
社
会
へ
の

埋
蔵
文
化
財
保
護
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
啓
蒙
に
よ
り
一

層
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
親
子
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
は
、
一
般
向
け
の
知
識
の
教
授
と
い
う
公
益
目
的

事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
と
内
閣
府
担
当
者
よ
り
評
価
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
種
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
日
本
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
行
政
機
関
や
博
物
館
及
び
大
学

な
ど
の
研
究
機
関
と
協
議
の
場
を
設
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
活
動
計
画
や
方
法
を
よ
り
活
発
に
し
、
一
般
向
け
に
考
古

の
知
識
の
教
授
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
当
期
は
前
期
に
引
き
続
き
資
金
調
達
及
び
設
備
投

資
は
下
記
２
．
を
含
め
実
施
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
で
当
期
は
次
の
通
り
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

１
．�

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
・
調
査
士
補
の
資
格
検
定
試
験
を

実
施
す
る
。

２
．�

埋
蔵
文
化
財
調
査
士
と
埋
蔵
文
化
財
調
査
士
補
の
資
格

取
得
者
を
対
象
に
継
続
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
Ｃ
Ｐ

Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
を
行
う
。

３
．�

災
害
復
旧
復
興
の
た
め
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
支

援
を
行
う
。

４
．�

地
区
連
絡
協
議
会
を
設
け
、
関
係
行
政
機
関
に
民
間
調

査
組
織
利
用
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
提
言
を
行
う
。

５
．�

第
10
回
考
古
検
定
を
実
施
す
る
。（
入
門
・
初
級
・
中
級
・

上
級
・
最
上
級
ク
ラ
ス
）

６
．�

平
成
30
年
度
埋
蔵
文
化
財
調
査
要
覧
の
企
画
・
編
集
を

行
う
。

７
．�

考
古
学
専
門
誌
で
の
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
特
集
号
の

企
画
・
編
集
を
行
う
。

８
．�

技
術
研
修
と
資
格
講
習
な
ど
各
種
講
習
会
を
実
施

す
る
。

９
．�

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
質
確
保
の
た
め
の
会
員
対
象

に
第
７
回
優
秀
調
査
報
告
書
表
彰
を
行
う
。

10
．「
会
報
誌
飛
天
・
第
２
号
紀
要
」
を
発
行
す
る
。

11
．�

一
般
向
け
考
古
系
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
関
係

行
政
機
関
、博
物
館
及
び
研
究
機
関
と
協
議
協
働
す
る
。

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
）
事
業
計
画
書
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文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
新
展
開

―
関
連
法
律
の
一
部
改
正
と
公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
の
立
場
―

「
文
化
財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
」
と
し
て

（
１
）
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
・
活
用

（
２
）
個
々
の
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
活
用
の
見
直
し

（
３
）
地
方
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
に
係
る
制
度
の
見
直
し

が
な
さ
れ
、
関
連
し
て
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
」
と
し
て
、
文
化
財
保
護
の
事
務
は
、
教
育
委
員
会
の
所
管
で
あ
る
が
、
条
例
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
の
長
が
担
当
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
文
化
財
保
護
法
」（
昭
和
25
年
施
行
）
は
、
第
１
条
に
「
こ
の
法
律
は
、
文
化
財
を

保
存
し
、
且
つ
、
そ
の
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も

に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
度
の
一
部
改
正
は
、「
保
存
と
活
用
」
の
テ
ー
ゼ
を
現
在
的
情
況

に
鑑
み
て
な
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
は
、
そ
れ
が
存
在
す
る
地
域
の
諸
事
情
を
勘
案
し
て
「
政
府

及
び
地
方
共
同
団
体
」
の
認
識
に
よ
っ
て
努
め
ら
れ
実
行
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
基
底

は
飽
く
ま
で
〝
地
域
〟
で
あ
っ
た
。
改
正
の
力
点
が
、「
地
域
を
見
据
え
た
保
存
・
活
用
」

に
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
将
来
性
を
見
通
し
て
の
改
正
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
の

実
施
に
あ
た
っ
て
文
化
財
行
政
の
所
管
は
教
育
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
条
例
に
よ
っ
て

地
方
公
共
団
体
の
長(

首
長
部
局)

が
「
文
化
財
保
護
の
事
務
」
担
当
と
な
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
部
改
正
は
、
平
成
29
年
12
月
の
「
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
保
存
と
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
第
一
次
答
申
）」

を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、内
閣
官
房
、国
土
交
通
省
観
光
庁
の「『
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
』
主
要
施
策
に
係
る
要
求
・
要
望
等
に
つ
い
て
」（
平
成
30
年
１
月
23
日
）
を
踏
ま

え
た
文
化
庁
の
「
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
の
策
定
に
つ

い
て
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

保
存
を
強
調
し
、
活
用
の
施
策
と
し
て
「
観
光
」
を
正
面
に
提
示
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
は
、
会
員
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
具
備
す
る
機
能

を
発
揮
し
て
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
中
心
に
10
年
の
歩
み
を
続
け
て
き
た
。
そ
の

間
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
支
援
し
、
協

力
し
実
績
を
重
ね
て
き
た
。
近
年
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
形
態
を
超
え
て
、
埋
蔵
文
化
財

の
活
用
、
さ
ら
に
文
化
財
全
般
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
協
力
要
請
が
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
の
み
で
な
く
、
広
く
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
志
向
す
る

会
員
各
社
は
、
会
社
の
具
備
す
る
特
性
に
即
し
て
新
ら
た
な
る
展
開
を
期
し
て
着
々
と

企
画
し
、
実
行
に
着
手
し
て
い
る
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
方
向
を
「
観
光
」
分
野
と
の
協
調
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

法
改
正
は
、
本
協
会
が
直
面
し
検
討
を
重
ね
て
き
た
方
向
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

た
だ
、
多
く
の
会
員
会
社
が
日
常
的
に
対
応
し
て
い
る
埋
蔵
文
化
財
の
所
管
が
、
条

例
に
よ
っ
て
移
管
さ
れ
た
場
合
に
生
じ
る
保
存
活
用
の
リ
ス
ク
の
検
討
、
そ
し
て
文
化

財
専
門
官
の
配
置
の
少
数
化
に
伴
う
「
支
援
事
業
」
の
遅
延
危
惧
化
の
対
策
を
願
い
な

が
ら
、
こ
の
度
の
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
は
、
法
の
精
神
を
よ
り
具
体
的
に
示
し

た
も
の
、
と
し
て
受
容
し
つ
つ
協
働
の
方
向
で
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

平
成
30
年
９
月　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
化
財
保
護
協
会
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公益社団法人日本文化財保護協会　社員名簿
平成 30年 7月 1日現在

北海道・東北地区 北陸地区
1 ㈱一測設計 1 ㈱アーキジオ
2 ㈱三協技術 2 ㈱エイ・テック
3 三航光測 3 ㈱大石組
4 ㈱トラスト技研 4 小柳建設㈱
5 ㈱ホクミコンサル 5 スター総合建設㈱
6 みちのく文化財㈱ 6 ㈱上智
関東地区 7 ㈱新和測量設計事務所
1 ㈲吾妻考古学研究所 8 ㈱太陽測地社
2 ㈱安斉組 9 日本海航測㈱
3 ㈱オーシャン 10 ㈱ノガミ
4 加藤建設㈱ 11 藤村ヒューム管㈱
5 ㈱カナコー 12 ㈱古田組
6 ㈲カワヒロ産業 13 ㈱帆苅組
7 関東文化財振興会㈱ 14 北陸航測㈱
8 技研コンサル㈱ 15 ㈱吉田建設
9 ㈲毛野考古学研究所 関西地区
10 建設NRT㈱ 1 ㈱アート
11 ㈱古環境研究所 2 ㈱アコード
12 国際文化財㈱ 3 安西工業㈱
13 ㈱斉藤建設 4 ㈱島田組
14 ㈱四門 5 橋本技術㈱
15 ㈱シン技術コンサル 6 ㈱文化財サービス
16 ㈱測研 7 ( 一社 )歴史文化研究所
17 大成エンジニアリング㈱ 中国・四国地区
18 ㈱玉川文化財研究所 1 ㈱大地企画
19 ㈱地域文化財研究所 九州・沖縄地区
20 テイケイトレード㈱ 1 ㈱有明測量開発社
21 ㈱東京航業研究所 2 ㈱エスケイエンジニアリング
22 ㈱東都文化財保存研究所 3 扇精光コンサルタンツ㈱
23 ㈱トリアド工房 4 ㈱九州文化財研究所
24 ㈱中野技術 5 ㈲九州文化財リサーチ
25 野口建設㈱ 6 ㈱古環境研究センター
26 ㈱パスコ 7 ㈱三基
27 パリノ・サーヴェイ㈱ 8 新和技術コンサルタント㈱
28 ㈱パレオ・ラボ 9 ㈱大信技術開発
29 合同会社ヒサマツ 10 大福コンサルタント㈱
30 ㈲勾玉工房Mogi 11 ㈱タップ
31 ㈱武蔵文化財研究所 12 ㈲ティガネー
32 山下工業㈱ 13 ㈱埋蔵文化財サポートシステム
33 ㈱横浜技術コンサルタント 14 八洲開発㈱
34 ㈱歴史の杜 15 琉球文化財㈱
中部地区 賛助会員
1 ㈱アルカ 1 ㈱大林組
2 ㈱イビソク 2 鹿島建設㈱
3 ナカシャクリエイテブ㈱ 3 清水建設㈱
4 ㈱二友組 4 大成建設㈱
5 ㈱波多野組 5 ㈱竹中土木
6 ㈱ユニオン 6 飛島建設㈱

編
集
後
記

本
紙
７
頁
に
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
山
﨑
秀
保

文
化
財
部
長
が
仰
ら
れ
た
言
葉
に
と

て
も
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

「
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
文
化
財
の

保
存
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
活

用
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

「
文
化
財
の
保
存
と
活
用
は
密
接
不

可
分
の
も
の
で
、
そ
の
両
方
を
充
実

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

「
今
回
の
改
正
法
案
は
、
地
域
社
会

総
が
か
り
で
文
化
財
の
次
世
代
へ
の

確
実
な
継
承
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
世
界

遺
産
登
録
な
ど
の
目
立
つ
ニ
ュ
ー

ス
は
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
陰
で
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
等
に

よ
る
消
失
や
損
壊
、
心
な
い
来
訪
者

に
よ
る
盗
難
や
損
傷
被
害
、
ま
た
労

働
力
不
足
・
予
算
不
足
等
に
よ
る
管

理
不
備
な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
文
化

財
が
被
害
を
受
け
た
り
、
傷
つ
い
た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
目

立
た
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。

『
日
本
文
化
財
保
護
』
と
い
う
名

の
も
と
に
集
ま
っ
た
当
協
会
の
会
員

に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
〝
目
立

た
な
い
方
〟
の
調
査
・
研
究
・
保
護

に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
会
社
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

山
﨑
文
化
財
部
長
が
仰
ら
れ
た
、

〝
改
正
法
案
の
意
図
〟
を
正
し
く
理

解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
力
・
技
術

力
を
更
に
高
め
、
成
果
物
と
い
う
形

で
地
域
社
会
に
伝
え
残
し
て
い
く
こ

と
が
、
我
々
協
会
会
員
の
重
要
な
使

命
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長　

山
口　

寛
）
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